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訳
者
解
題

　

止
庵
著
『
周
作
人
伝
』
は
二
〇
〇
九
年
に
山
東
画
報
出
版
社
か
ら
初
版
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
十
数
年
来
改
稿
を
重
ね
、
今
般

つ
い
に
二
〇
二
七
年
初
頭
に
香
港
中
文
大
学
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。
訳
者
は
二
〇
二
二
年
に
著
者
か
ら
増
訂
版
原

稿
の
提
供
を
受
け
、
二
〇
二
五
年
よ
り
翻
訳
作
業
を
進
め
て
き
た
。
今
回
、
訳
者
解
題
と
と
も
に
「
増
訂
版
序
文
」、「
初
版
序
文
」
な

ら
び
に
「『
周
作
人
伝
』
執
筆
縁
起
」
を
訳
出
し
た
。
こ
れ
ら
序
文
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
、
著
者
が
『
周
作
人
伝
』
に
託
し
た
思
い

を
汲
ん
で
い
た
だ
け
る
と
考
え
る
。

資
　
料

『
周
作
人
伝
』（
増
訂
版
）
序
文 

附
解
題

止
　
　
　
　
　
庵 

著

小
　
川
　
利
　
康 

訳

文
化
論
集
第
六
六
号

二
〇
二
六
年
九
月
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周
作
人
（
一
八
八
五
〜
一
九
六
七
）
に
つ
い
て

　

周
作
人
は
中
国
近
代
を
代
表
す
る
文
学
者
、
翻
訳
家
、
随
筆
家
で
あ
り
、
中
国
随
一
の
知
日
家
で
あ
る
。
魯
迅
（
周
樹
人
）
の
弟
で
、

兄
の
後
を
追
っ
て
一
九
〇
六
年
よ
り
日
本
に
留
学
し
た
。
留
学
中
に
日
本
人
女
性
、
羽
太
信
子
と
結
婚
し
、
一
九
一
一
年
夏
、
辛
亥
革

命
直
前
に
帰
国
、
一
九
一
七
年
に
北
京
大
学
文
科
教
授
と
な
る
。
五
・
四
新
文
化
運
動
の
な
か
で
、
評
論
「
人
間
の
文
学
」（
一
九
一

八
年
）、「
平
民
の
文
学
」
等
を
発
表
し
、
文
学
革
命
を
理
論
面
で
主
導
し
た
。
一
九
二
五
年
、
北
京
大
学
で
東
方
文
学
（
日
本
文
学
）

系
が
設
立
さ
れ
る
の
に
伴
い
、
主
任
教
授
と
な
る
。
日
中
戦
争
期
に
は
、
南
京
国
民
政
府
（
汪
兆
銘
政
権
）
傘
下
の
華
北
政
務
委
員
会

で
教
育
督
弁
（
一
九
四
一
年
一
月
か
ら
一
九
四
三
年
二
月
ま
で
）
と
な
っ
た
た
め
、
日
本
敗
戦
後
、
戦
犯
と
し
て
下
獄
し
た
が
、
国
民

党
南
京
政
府
瓦
解
の
混
乱
の
な
か
保
釈
さ
れ
、
出
獄
し
た
。
中
華
人
民
共
和
国
成
立
後
は
周
遐
寿
の
筆
名
に
よ
る
執
筆
翻
訳
活
動
が
許

さ
れ
、『
魯
迅
の
故
家
』
を
は
じ
め
と
す
る
兄
魯
迅
と
自
身
の
回
想
録
を
執
筆
し
た
ほ
か
、
日
本
文
学
、
ギ
リ
シ
ア
文
学
の
翻
訳
を
多

数
残
し
た
が
、「
漢
奸
」（
漢
民
族
の
敵
）
と
い
う
汚
名
は
終
生
雪
が
れ
な
か
っ
た
。
一
九
六
七
年
五
月
、
文
化
大
革
命
で
迫
害
を
受
け

死
亡
。
著
作
に
『
自
己
的
園
地
』、『
雨
天
的
書
』、『
芸
術
与
生
活
』、『
中
国
新
文
学
的
源
流
』、『
夜
読
抄
』、『
瓜
豆
集
』、『
知
堂
回
想

録
』、『
欧
州
文
学
史
』
な
ど
多
数
に
の
ぼ
る
。

　

日
本
で
は
戦
前
か
ら
松
枝
茂
夫
に
よ
る
翻
訳
が
複
数
刊
行
さ
れ
、
戦
後
は
木
山
英
雄
に
よ
る
対
日
協
力
問
題
に
焦
点
を
当
て
た
研
究

が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
一
九
八
〇
年
代
か
ら
は
中
国
で
も
研
究
が
解
禁
さ
れ
た
。「
漢
奸
」
と
い
う
政
治
的
評
価
の
変
更
は
容
認

し
な
い
と
い
う
制
約
は
存
在
す
る
が
、
今
日
ま
で
四
十
年
余
の
間
に
周
作
人
研
究
は
長
足
の
進
歩
を
遂
げ
た
。
ほ
と
ん
ど
の
研
究
者
は
、

「
周
氏
兄
弟
研
究
」
と
い
う
課
題
設
定
の
下
で
魯
迅
と
と
も
に
周
作
人
を
研
究
し
て
い
る
。
こ
の
十
数
年
来
、
鐘
叔
河
編
『
周
作
人
散

文
全
集
』（
十
四
巻
、
広
西
師
範
大
学
出
版
社
二
〇
〇
九
年
初
版
、
二
〇
二
一
年
修
訂
版
）、
止
庵
編
『
周
作
人
自
編
集
』（
三
十
五
種
、

北
京
十
月
文
芸
出
版
社
二
〇
一
一
〜
二
〇
一
三
年
）、
止
庵
編
『
周
作
人
訳
文
全
集
』（
十
二
巻
、
上
海
人
民
出
版
社
二
〇
一
二
年
）、
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陳
子
善
編
『
周
作
人
集
外
文
』（
三
巻
、
上
海
人
民
出
版
社
二
〇
二
〇
年
）
が
出
版
さ
れ
、
周
作
人
の
鬱
蒼
た
る
散
文
群
の
全
貌
が
姿

を
現
し
つ
つ
あ
る
。

著
者
止
庵
に
つ
い
て

　

散
文
作
家
、
小
説
家
で
あ
る
。『
周
作
人
伝
』
の
ほ
か
、
文
芸
作
品
と
し
て
『
惜
別
』（
散
文
集
）、『
受
命
』（
小
説
）、『
游
日
記
』（
日

本
旅
行
記
）
な
ど
著
作
が
多
数
あ
る
。
周
作
人
、
張
愛
玲
研
究
者
と
し
て
著
名
で
あ
り
、『
張
愛
玲
全
集
』
十
二
巻
（
北
京
十
月
文
芸

出
版
社
）
の
主
編
を
つ
と
め
た
。
上
記
『
周
作
人
自
編
文
集
』、『
周
作
人
訳
文
全
集
』
は
周
作
人
研
究
の
基
礎
文
献
と
な
っ
て
い
る
。

　

訳
者
は
、
二
〇
〇
一
年
に
本
学
派
遣
の
北
京
大
学
訪
問
研
究
員
と
し
て
一
年
間
滞
在
し
た
折
に
、
魯
迅
博
物
館
館
長
で
あ
っ
た
陳
漱

瑜
氏
の
紹
介
で
、
止
庵
氏
と
知
り
合
い
、
今
日
ま
で
親
交
が
あ
る
。
二
〇
〇
七
年
よ
り
松
枝
茂
夫
所
蔵
の
周
作
人
書
簡
の
校
訂
整
理
を

行
っ
た
際
、
止
庵
と
共
編
で
影
印
本
『
周
作
人
致
松
枝
茂
夫
手
札
』（
広
西
師
範
大
学
出
版
社
二
〇
一
三
年
）
を
出
版
し
た
。

『
周
作
人
伝
』
に
つ
い
て

　

本
書
は
、
中
国
本
土
に
お
け
る
周
作
人
研
究
の
最
新
成
果
を
反
映
し
た
研
究
書
で
あ
る
。
周
作
人
研
究
に
お
い
て
は
、
日
中
戦
争
に

お
け
る
「
対
日
協
力
」
の
評
価
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
ず
、
本
書
は
中
国
で
「
対
日
協
力
」
を
最
も
精
緻
に
分
析
し
た
学
術
研
究

の
成
果
と
も
い
え
る
。
中
国
共
産
党
政
権
に
よ
る
公
式
見
解
は
今
後
も
変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
日
本
敗
戦
後
八
十
年
余
を
経
て
、

中
国
の
学
術
研
究
上
で
は
、
対
日
協
力
問
題
、
ひ
い
て
は
日
本
の
戦
争
責
任
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
よ
う
に
な
っ
た
か
、
本
書
を
日
本

の
読
書
界
に
紹
介
す
る
意
義
は
大
き
い
と
考
え
、
現
在
『
周
作
人
伝
』
増
訂
版
の
翻
訳
刊
行
を
準
備
し
て
い
る
。

　

中
国
国
内
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
周
作
人
の
伝
記
が
単
行
本
だ
け
で
も
十
数
冊
刊
行
さ
れ
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
だ
が
、



『周作人伝』（増訂版）序文 附解題 4

121

従
来
刊
行
さ
れ
た
大
部
分
の
伝
記
に
共
通
す
る
の
は
、
周
作
人
の
対
日
協
力
へ
の
断
罪
か
ら
遡
及
し
、
文
学
者
と
し
て
の
周
作
人
を
否

定
的
に
評
価
す
る
ロ
ジ
ッ
ク
で
あ
る
。
こ
の
た
め
冒
頭
で
五
・
四
新
文
化
運
動
で
の
輝
か
し
い
成
功
を
描
き
だ
し
た
後
、
日
中
戦
争
期

に
近
づ
く
に
つ
れ
て
評
価
が
低
く
な
る
流
れ
を
前
提
と
し
て
論
述
が
展
開
さ
れ
る
。
翻
訳
者
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
政
治
的

断
罪
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
伝
記
記
述
に
異
議
を
唱
え
た
の
が
止
庵
で
あ
る
。
よ
し
ん
ば
対
日
協
力
が
戦
争
犯
罪
と
し
て
断
罪
さ
れ
る

べ
き
だ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
犯
罪
に
先
立
つ
生
涯
で
築
き
あ
げ
た
文
学
者
と
し
て
の
功
績
を
否
定
す
る
の
は
論
理
的
に
矛
盾
し
て
い

る
。
そ
の
意
味
で
、
止
庵
の
著
作
は
政
治
優
先
が
当
然
だ
っ
た
文
学
研
究
の
あ
り
方
に
一
石
を
投
じ
る
も
の
で
、
今
日
の
成
熟
し
た
中

国
学
術
研
究
の
到
達
点
を
示
し
て
い
る
。

　
『
周
作
人
伝
』
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
今
回
は
序
文
を
掲
載
し
、
本
誌
次
号
に
第
一
章
を
掲
載
す
る
。
現
在
、
完
訳
を
目

指
し
て
鋭
意
翻
訳
中
で
あ
る
が
、
中
国
語
で
三
十
五
万
字
あ
る
た
め
、
完
成
ま
で
時
日
を
要
す
る
。
少
し
で
も
翻
訳
の
質
を
高
め
る
た

め
、
お
気
づ
き
の
点
は
ご
指
教
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

「
増
訂
版
序
文
」、「
初
版
序
文
」
な
ら
び
に
「『
周
作
人
伝
』
執
筆
縁
起
」（
本
号
）

第
一
章 

一
八
八
五
：
出
生
か
ら
南
京
修
学
ま
で
（
次
号
）

第
二
章 

一
九
〇
六
：
日
本
留
学

第
三
章 

一
九
一
一
：
辛
亥
革
命

第
四
章 

一
九
一
七
：
五
・
四
新
文
化
運
動

第
五
章 

一
九
二
三
：『
自
分
の
畑
』

第
六
章 

一
九
二
八
：
小
品
文
創
作
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第
七
章 

一
九
三
九
：
対
日
協
力

第
八
章 

一
九
四
五
：
日
本
敗
戦
後

第
九
章 

一
九
四
九
〜
一
九
六
七
：
中
華
人
民
共
和
国
成
立
後

結
語

参
考
書
目

　
『
周
作
人
伝
』
の
文
体
的
特
徴
は
博
引
旁
証
で
あ
る
。
周
作
人
の
テ
ク
ス
ト
だ
け
で
な
く
、
古
今
東
西
の
文
献
が
縦
横
無
尽
に
参
照

さ
れ
、
止
庵
の
博
覧
強
記
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
密
度
の
高
い
文
章
を
日
本
語
と
し
て
分
か
り
や
す
く
訳
出
す
る
た
め
、
漢

文
訓
読
風
の
翻
訳
は
避
け
、
極
力
平
易
な
現
代
日
本
語
に
翻
訳
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
注
記
で
補
足
説
明
を
加
え
た
。

　

な
お
、
本
誌
掲
載
の
序
文
及
び
第
一
章
の
訳
文
は
、
本
学
文
学
研
究
科
（
中
国
語
中
国
文
学
コ
ー
ス
）
の
「
中
国
文
学
研
究
１

、
２

」

（
二
〇
二
五
年
度
）
の
授
業
で
受
講
生
諸
君
と
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
ご
意
見
を
下
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
謝
意
を
表
し
た
い
。

訳
文
凡
例

一 

、
本
書
で
用
い
た
周
作
人
の
テ
ク
ス
ト
は
、『
周
作
人
自
編
集
』（
止
庵
編
、
全
三
十
五
種
、
北
京
十
月
文
芸
出
版
社
、
二
〇
一
一
〜

二
〇
一
三
年
刊
行
）、『
周
作
人
集
外
文
』（
陳
子
善
編
、
全
三
巻
、
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
二
〇
年
）、『
周
作
人
日
記
』（
周
吉
宜

等
整
理
、
全
八
巻
、
台
湾
聯
經
出
版
事
業
股
份
有
限
公
司
、
二
〇
二
五
年
）
で
あ
る
。
詳
細
は
別
途
準
備
中
の
巻
末
参
照
書
目
に
譲

る
。
そ
の
他
の
テ
ク
ス
ト
は
必
要
に
応
じ
て
注
記
に
記
し
た
が
、
初
出
誌
に
つ
い
て
は
省
略
し
た
も
の
が
あ
る
。
本
書
で
引
用
す
る

外
国
語
文
献
は
、
原
則
と
し
て
拙
訳
に
よ
っ
た
。
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二 

、
本
文
で
は
、
原
則
と
し
て
外
国
語
の
書
名
、
作
品
題
名
は
日
本
語
に
訳
し
、
注
記
に
原
文
書
名
な
ど
必
要
な
書
誌
情
報
を
明
記
し

た
。
た
だ
し
、
慣
行
に
よ
り
翻
訳
し
な
か
っ
た
書
名
も
あ
る
。
そ
の
場
合
は
必
要
に
応
じ
て
「 

」、『 

』
内
に
（ 

）
で
日
本
語
訳

を
示
し
た
。

三 

、
本
文
中
の
（ 

）
は
原
著
者
の
補
足
を
示
し
、
訳
者
に
よ
る
補
足
は
〔 

〕
で
追
記
し
た
。
本
文
の
引
用
文
中
に
あ
る
…
…
は
著
者

に
よ
る
省
略
を
示
す
。

四 

、
漢
文
（
古
代
漢
語
）
か
ら
の
引
用
は
、
原
則
と
し
て
拙
訳
に
よ
り
現
代
日
本
語
に
訳
し
た
が
、
一
部
著
名
な
書
籍
は
既
刊
書
の
書

き
下
し
文
を
参
照
し
、
参
照
書
籍
を
注
記
に
示
し
た
。

五 

、
日
本
文
か
ら
の
引
用
は
、
原
則
と
し
て
原
典
か
ら
原
文
を
引
用
す
る
。
た
だ
し
、
旧
字
体
、
旧
仮
名
遣
い
は
新
字
体
、
新
仮
名
遣

い
に
改
め
、
適
宜
ふ
り
が
な
を
加
え
た
。

六 

、
欧
文
か
ら
の
引
用
は
、
原
則
と
し
て
原
典
と
校
合
し
た
う
え
で
、
邦
訳
が
参
照
可
能
な
場
合
は
邦
訳
を
引
用
す
る
。
原
典
参
照
が

困
難
な
場
合
や
出
典
不
明
の
場
合
は
そ
の
旨
注
記
す
る
。

七 

、
原
書
注
記
中
の
書
誌
情
報
（
書
名
・
人
名
等
）
は
日
本
の
常
用
漢
字
を
優
先
し
つ
つ
、
中
国
語
固
有
表
記
を
原
著
の
ま
ま
維
持
す

る
。
な
お
、
読
者
の
理
解
の
便
宜
を
図
る
た
め
、
訳
者
に
よ
る
注
記
を
追
加
し
た
が
、
原
書
注
記
と
訳
者
注
記
と
の
別
は
示
さ
な
か
っ

た
。

増
訂
版
序
文

　
『
周
作
人
伝
』
は
二
〇
〇
九
年
一
月
に
出
版
さ
れ
た⑴
。
同
年
末
に
再
版
さ
れ
、
版
面
の
変
更
を
行
わ
な
い
条
件
の
も
と
で
、
一
部
だ

け
若
干
修
訂
し
た
。
そ
の
際
、「
他
に
採
用
す
べ
き
新
た
な
資
料
も
あ
る
が
、
今
後
改
め
て
補
訂
す
る
し
か
な
い
」〔
後
掲
「
重
版
後
記
」〕
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と
付
記
し
た
。
こ
の
度
、
増
訂
版
刊
行
の
運
び
と
な
り
、
改
訂
の
機
会
が
与
え
ら
れ
た
。
改
訂
は
大
き
く
分
け
て
二
点
あ
る
。
一
つ
は

「
増
補
」
で
あ
る
。
新
た
に
補
充
し
た
資
料
の
ほ
と
ん
ど
は
、
こ
の
数
年
に
新
聞
雑
誌
上
で
公
開
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
す
で
に
掲
載
さ

れ
て
い
た
も
の
の
、
私
が
『
周
作
人
伝
』
を
執
筆
中
の
折
に
は
目
に
し
な
か
っ
た
か
、
重
視
し
な
か
っ
た
も
の
も
あ
り
、
そ
の
な
か
に

は
周
作
人
が
一
九
六
二
年
十
月
十
五
日
に
書
い
た
「
文
人
督
弁
か
ら
反
動
作
家
ま
で⑵
」
と
い
う
文
章
が
あ
る
。
こ
れ
は
自
分
の
経
歴
に

関
し
て
相
当
詳
細
に
叙
述
し
た
唯
一
の
も
の
で
、
二
〇
〇
七
年
一
月
の
『
文
史
資
料
選
輯
』（
総
・
第
一
五
一
輯
）
に
発
表
さ
れ
た
。

ほ
か
に
も
『
周
作
人
伝
』
完
成
後
、
私
は
十
数
篇
の
文
章
を
書
き
、
周
氏
の
生
平
、
思
想
両
面
で
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
た
の
で
、
重

要
な
も
の
は
本
書
に
盛
り
込
ん
だ
。
こ
の
た
め
増
訂
版
の
分
量
は
初
版
の
一
倍
半
に
な
っ
た
。

　

二
つ
目
は
「
訂
正
」
で
あ
る
。
例
を
二
つ
挙
げ
よ
う
。
第
一
に
は
、
一
九
三
七
年
の
七
・
七
事
変
〔
盧
溝
橋
事
件
〕
後
、
周
作
人
が

北
平
に
留
ま
っ
た
件
で
あ
る
。
私
は
初
版
で
一
九
三
八
年
三
月
二
十
日
の
『
戯
言
』
第
一
期
掲
載
の
「
南
方
へ
避
難
す
る
よ
う
促
す
某

氏
へ
の
返
信
」
で
の
言
葉
を
引
用
し
、
当
時
の
作
人
の
態
度
を
考
察
し
た⑶
。
そ
の
後
、
二
〇
一
二
年
二
月
の
『
魯
迅
研
究
月
刊
』
第
一

期
で
「
古
越
周
作
人
先
生
稿
札
」
を
読
む
と
、
こ
の
書
簡
は
一
九
三
七
年
十
一
月
十
三
日
に
張
一
渠
へ
宛
て
ら
れ
た
も
の
で
、『
戯
言
』

掲
載
時
に
は
一
部
の
内
容
が
削
除
さ
れ
て
い
た
。「
弟
が
上
海
に
お
り
、
妻
子
供
四
人
の
面
倒
を
代
わ
り
に
見
ざ
る
を
得
ず
」
と
い
う

一
節
は
、
も
と
も
と
「
弟
は
情
婦
と
上
海
に
お
り
、
妻
子
供
四
人
を
捨
て
て
顧
み
ず
（
最
近
一
年
は
び
た
一
文
も
送
ら
ず
）、
私
が
代

わ
り
に
面
倒
を
見
ざ
る
を
得
ず
」、「
し
か
も
母
も
北
平
に
お
り
、
魯
迅
夫
人
も
（
上
海
に
い
る
方
〔
許
広
平
〕
で
は
な
く
）
お
り
、
老

人
二
人
の
面
倒
を
見
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
記
し
て
い
た
。
今
回
、
本
来
の
テ
ク
ス
ト
に
基
づ
い
て
訂
正
し
た
。

　

第
二
に
は
、
張
菊
香
、
張
鉄
栄
編
『
周
作
人
年
譜
』
一
九
三
九
年
一
月
十
二
日
の
項
で
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　

偽
北
京
大
学
〔
当
時
、
北
京
大
学
は
日
本
支
配
下
に
あ
っ
た
の
で
編
者
は
「
偽
」
と
呼
ぶ
〕
か
ら
北
京
大
学
図
書
館
の
辞
令
を
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受
け
取
り
、
そ
の
任
を
受
け
る
と
直
ち
に
返
信
し
た
。
そ
の
日
の
日
記
に
は
「
午
後
、
北
京
大
学
の
辞
令
を
受
け
取
る
が
、
や
は

り
図
書
館
の
件
で
、
事
実
上
受
け
ざ
る
を
え
な
い
〔
中
国
語
原
文
：
事
實
上
不
能
不
當
〕」
と
記
載
し
て
い
る
〔
日
本
支
配
下
に

あ
る
大
学
で
役
職
に
就
く
こ
と
は
対
日
協
力
の
戦
争
犯
罪
を
意
味
す
る
〕。

　

銭
理
群
『
周
作
人
伝
』
で
も
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　

…
…
そ
の
日
の
日
記
に
は
こ
う
書
か
れ
て
い
た
。『
午
後
、
北
京
大
学
の
辞
令
を
受
け
取
る
が
、
や
は
り
図
書
館
に
関
す
る
こ

と
で
、
事
実
上
受
け
ざ
る
を
え
な
い
』
と
し
て
、〔
日
記
原
文
で
は
〕
わ
ず
か
七
文
字
で
、
民
族
の
大
義
に
係
わ
り
、
個
人
の
運

命
に
係
わ
る
決
定
的
な
一
歩
を
片
付
け
た
。

　

こ
の
二
冊
の
著
者
は
現
存
す
る
周
作
人
日
記
す
べ
て
を
読
ん
で
い
る
は
ず
だ
が
、
正
式
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
周
氏
の
日
記
は
一
九
三

四
年
ま
で
し
か
な
く
、
そ
の
後
、
ほ
か
の
者
が
こ
の
件
に
言
及
す
る
際
に
は
、
み
な
上
記
の
年
譜
、
伝
記
に
従
っ
て
お
り
、
私
が
『
周

作
人
伝
』
初
版
執
筆
時
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
〔
二
〇
二
五
年
一
月
に
台
湾
聯
經
出
版
事
業
股
份
有
限
公
司
よ
り
現
存
す
る
日
記
す
べ

て
が
刊
行
さ
れ
た
〕。
倪
墨
炎
『
苦
雨
斎
主
人
周
作
人
』
で
も
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　

こ
の
件
は
数
日
前
に
口
頭
で
承
諾
し
て
い
た
が
、
周
作
人
は
な
お
も
苦
雨
斎
〔
書
斎
〕
で
行
き
つ
戻
り
つ
し
、
じ
っ
と
座
り
込

ん
だ
り
、
ま
た
行
き
つ
戻
り
つ
し
、
普
段
よ
り
も
苦
茶
を
多
く
飲
ん
で
、
つ
い
に
受
諾
す
る
と
返
信
し
た
の
だ
。
彼
は
そ
の
日
の

日
記
に
こ
う
記
し
た
。「
午
後
、
北
京
大
学
の
辞
令
を
受
け
取
る
が
、
や
は
り
図
書
館
の
件
で
、
事
実
上
受
け
ざ
る
を
え
な
い
」
と
。
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王
錫
栄
『
周
作
人
生
平
疑
案
』
で
も
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　

こ
の
日
、
周
作
人
は
日
記
に
記
し
た
。「
午
後
、
北
大
の
辞
令
を
受
け
取
る
が
、
や
は
り
図
書
館
の
件
で
、
事
実
上
受
け
ざ
る

を
え
な
い
。
返
信
す
る
」。
こ
の
書
き
ぶ
り
は
、
実
に
含
蓄
に
富
ん
で
い
る
。
何
を
も
っ
て
「
事
実
上
引
き
受
け
ざ
る
を
え
な
い
」

と
い
う
の
か
。
日
本
人
に
強
要
さ
れ
て
受
け
ざ
る
を
え
な
い
の
か
。
そ
れ
と
も
刺
客
に
迫
ら
れ
て
受
け
ざ
る
を
え
な
い
の
か
。
思

う
に
ど
ち
ら
も
係
わ
っ
て
い
る
。
当
初
は
き
っ
と
日
本
人
が
懸
命
に
抱
き
込
み
工
作
を
し
て
、
断
れ
ば
恨
み
を
買
う
恐
れ
が
あ
っ

た
が
、
そ
こ
に
刺
客
が
現
れ
、
我
が
身
の
安
全
を
守
る
に
は
頼
る
べ
き
存
在
が
必
要
と
感
じ
た
の
だ
ろ
う⑷
。
ど
の
よ
う
な
心
情
に

せ
よ
、
最
後
は
「
投
降
」
と
い
う
結
果
に
帰
着
し
た
。

　

本
書
初
版
が
出
版
さ
れ
て
か
ら
、
周
家
遺
族
か
ら
連
絡
が
あ
り
、
そ
の
日
記
の
一
節
に
は
誤
り
が
あ
る
と
い
う⑸
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
日

記
を
読
む
と
、
そ
の
日
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

午
前
、
各
方
面
へ
の
返
信
を
書
き
、
午
後
、
北
京
大
学
の
辞
令
を
受
け
と
り
、
や
は
り
図
書
館
に
関
す
る
こ
と
だ
が
、
事
実
上

引
き
受
け
ら
れ
な
い
と
、
返
信
せ
ね
ば
な
ら
な
い
〔
中
国
語
原
文
：
事
實
上
不
能
去
、
當
函
覆
之
〕。
夜
、〔
阮
〕
和
森
の
代
理
で

委
任
状
を
一
通
受
け
取
る
。

　
「
発
信
」
欄
に
は
「
耀
辰
、
玄
同
、
孟
華
、
重
久
、
松
雄
、
村
上
、
芸
子
」
と
記
さ
れ
、
さ
ら
に
「
受
信
」
欄
に
は
「
一
渠
速
達
」
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と
記
し
、
そ
の
下
に
「
返
信
」
と
注
が
あ
る
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
日
記
に
よ
る
と
、
日
記
の
文
面
は
「
事
実
上
、
引
き
受
け
ら
れ
ず
、
返

信
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
区
切
っ
て
読
む
べ
き
で
あ
る
。
だ
が
、
一
月
十
四
日
の
日
記
に
は
「
発
信
」
欄
に
「
稲
孫
〔
銭
稲
孫
、
当
時

北
京
大
学
本
部
秘
書
長
と
し
て
湯
爾
和
の
下
で
実
務
を
担
当
〕」、「
爾
叟
」
と
あ
る
。「
爾
叟
」
と
は
湯
爾
和
で
、
当
時
、
華
北
臨
時
政

府
〔
冀
察
政
務
委
員
会
〕
教
育
部
総
長
の
任
に
あ
っ
た⑹
。
こ
の
言
葉
は
読
み
間
違
え
ら
れ
た
か
、
書
き
換
え
ら
れ
て
、「
事
実
上
受
け

ざ
る
を
え
な
い
」
と
な
っ
た
が
、
意
味
に
は
若
干
違
い
が
生
じ
て
お
り
、
周
作
人
が
委
嘱
さ
れ
た
当
日
に
「
そ
の
任
を
受
け
る
と
直
ち

に
返
信
」
し
た
と
い
う
事
実
は
決
し
て
な
い
。
こ
の
点
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
日
記
に
基
づ
い
て
訂
正
を
し
て
い
る
。

　

私
は
能
力
の
及
ぶ
限
り
、『
周
作
人
伝
』
を
増
訂
し
た
が
、
資
料
に
対
す
る
態
度
は
従
前
通
り
で
あ
り
、
一
言
で
い
え
ば
「
寧
ろ
欠

け
る
と
も
濫み
だ

る
る
な
か
れ
」〔
数
合
わ
せ
で
質
を
落
と
す
よ
り
足
り
な
い
位
の
方
が
良
い
〕
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
周
作
人
は

生
平
資
料
が
少
な
く
、
そ
の
大
半
も
作
人
が
「
反
面
人
物
」
と
な
っ
て
か
ら
出
て
き
た
も
の
で
、
一
度
否
定
さ
れ
る
と
、
生
涯
の
功
罪

の
議
論
ば
か
り
か
、
思
い
出
の
良
し
悪
し
ま
で
が
「
定
説
」
に
従
っ
て
、
改
変
さ
れ
、
加
筆
削
減
さ
れ
る
の
も
避
け
ら
れ
な
い
。
周
作

人
は
か
つ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　

あ
る
人
物
の
平
凡
こ
の
上
な
い
史
実
こ
そ
が
本
来
は
伝
記
で
の
最
良
の
資
料
だ
が
、
た
だ
一
つ
条
件
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
皆
が

彼
を
「
人
」
と
見
な
す
こ
と
で
あ
り
、「
神
」
│
│
す
な
わ
ち
偶
像
や
土
偶
│
│
と
し
て
崇
め
る
の
を
や
め
て
こ
そ
有
意
義
な
も

の
と
な
る
。
も
し
神
と
崇
め
る
な
ら
当
然
、
神
話
や
神
学
が
別
途
必
要
に
な
る
か
ら
だ
」（「
魯
迅
に
関
し
て
（
其
二
）⑺」。

　

逆
に
い
え
ば
、
も
し
皆
が
そ
の
人
を
「
人
な
ら
ざ
る
者
」
と
見
な
し
た
ら
、
お
そ
ら
く
「
平
凡
こ
の
上
な
い
史
実
」
で
は
満
足
し
な

い
。
こ
れ
は
必
ず
し
も
一
律
に
指
示
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
多
く
は
率
先
し
て
行
う
の
だ
。
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『
論
語
』「
子
張
第
十
九
」
に
「
子
貢
曰
く
、『
紂
の
不
善
や
、
是か

く
の
如
く
こ
れ
甚
だ
し
か
ら
ざ
る
な
り
。
是こ
こ

を
以
て
君
子
は
下
流

に
居
る
こ
と
を
悪に
く

む
。
天
下
の
悪
、
皆
な
焉こ

れ
に
帰
す
』」
と
い
う
〔
一
度
悪
評
が
定
ま
る
と
、
悪
評
が
さ
ら
に
集
ま
り
や
す
い⑻
〕
と

あ
る
。
こ
の
批
判
は
恐
ら
く
一
部
の
回
想
録
の
叙
述
に
当
て
は
ま
る
だ
ろ
う
。『
論
語
』
で
子
貢
は
慎
み
深
く
疑
問
を
呈
し
た
だ
け
で
、

最
後
に
は
「
皆
諸こ
れ

を
己
に
反か
え
りみ
求
め⑼
」
て
い
る
〔
自
分
の
言
動
に
対
す
る
相
手
の
対
応
が
思
い
通
り
と
な
ら
ぬ
場
合
、
ま
ず
自
ら
反
省

す
る
こ
と
〕。
同
様
に
私
た
ち
も
恐
ら
く
こ
の
限
界
か
ら
脱
し
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
回
想
録
を
書
く
者
は
し
ば
し
ば
自
ら
が
親
し
く
目

で
見
て
、
耳
で
聞
い
た
と
述
べ
、
確
実
こ
の
上
な
い
と
す
る
が
、
何
ら
傍
証
を
示
さ
な
い
か
ら
だ
。
こ
の
手
の
「
独
占
秘
話
」
は
、
書

き
手
も
真
実
だ
と
証
明
で
き
な
い
が
、
読
み
手
も
虚
偽
だ
と
断
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
人
の
口
に
戸
は
立
て
ら
れ
ず
、「
虎
が
い
る

と
三
人
が
言
え
ば
真
実
に
な
る
」〔『
戦
国
策
』「
三
〇
三
、
龐
葱
與
太
子
」〕
よ
う
に
、
最
後
は
ど
れ
も
「
事
実
」
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　

後
年
書
か
れ
た
回
想
録
が
先
行
の
回
想
録
を
一
部
流
用
し
た
り
、
回
想
の
対
象
と
な
る
者
の
日
記
、
書
簡
、
作
品
を
引
用
し
た
も
の

で
も
、
そ
こ
に
少
し
で
も
脚
色
が
入
る
と
、
真
偽
の
判
断
は
一
層
困
難
に
な
る
。
一
つ
例
を
挙
げ
る
と
、
俞
芳
『
私
の
記
憶
の
な
か
の

魯
迅
先
生
』
で
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　

一
九
三
六
年
、
私
は
北
京
に
お
ら
ず
、
三
妹
〔
俞
芳
の
す
ぐ
下
の
妹
俞
藻
〕
か
ら
聞
い
た
話
だ
が
、
大
先
生
の
逝
去
〔
魯
迅
は

十
月
十
九
日
上
海
で
逝
去
〕
は
、
先
生
の
母
上
〔
魯
瑞
〕
に
と
っ
て
は
本
当
に
青
天
の
霹
靂
で
し
た
。
訃
報
が
伝
わ
る
と
、
お
母

様
の
悲
し
み
よ
う
は
大
変
な
も
の
で
し
た
。
…
…
し
か
し
先
生
の
母
上
は
深
い
悲
し
み
の
な
か
で
も
、
ご
自
分
の
気
持
ち
を
抑
え
、

出
来
る
だ
け
人
前
で
は
泣
か
ぬ
よ
う
気
を
つ
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
大
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
た
初
七
日
の
日
だ
け
は
、
本
当
に

堪
え
き
れ
ず
、
号
泣
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
母
様
は
、
女
と
し
て
一
番
悲
し
い
の
は
夫
や
子
供
に
先
立
た
れ
る
こ
と
だ
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
端
姑
〔
作
人
が
四
歳
で
天
然
痘
を
発
症
し
た
際
、
生
後
間
も
な
い
妹
の
端
姑
も
感
染
し
て
死
亡
〕
は
と
う
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に
亡
く
、
大
先
生
は
三
年
も
病
気
だ
っ
た
か
ら
、
い
つ
先
立
た
れ
や
す
ま
い
か
心
配
し
て
い
た
。
老
四
〔
四
男
の
椿
寿
、
享
年
六

歳
〕
も
亡
く
な
っ
て
数
十
年
た
つ
が
、
今
で
も
よ
く
思
い
出
す
し
、
老
大
〔
長
男
、
魯
迅
を
指
す
〕
は
最
愛
の
息
子
な
の
に
先
立

つ
な
ん
て
、
悲
し
ま
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
れ
に
年
齢
を
い
え
ば
、
あ
の
子
も
今
年
で
五
十
六
歳
に
な
っ

て
い
て
、
短
命
と
は
い
え
な
い
。
自
分
の
寿
命
が
長
す
ぎ
る
せ
い
だ
。
も
し
私
が
数
年
早
く
、
あ
の
子
よ
り
先
に
死
ん
で
い
れ
ば
、

今
頃
何
も
知
ら
な
く
て
済
ん
だ
の
に
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た⑽
。

　

こ
こ
で
魯
瑞
老
夫
人
の
い
う
「
年
齢
を
い
え
ば
、
あ
の
子
も
今
年
で
五
十
六
歳
に
な
っ
て
い
て
、
短
命
と
は
い
え
な
い
。
自
分
の
寿

命
が
長
す
ぎ
る
せ
い
だ
。
も
し
私
が
数
年
早
く
、
あ
の
子
よ
り
先
に
死
ん
で
い
れ
ば
、
今
頃
何
も
知
ら
な
く
て
済
ん
だ
」
と
い
う
言
葉

は
、
孫
伏
園
「
魯
迅
先
生
を
悼
む
」
と
い
う
文
章
に
基
づ
い
て
い
る
よ
う
だ
。

　
〔
十
月
〕
二
十
一
日
、
北
平
に
到
着
し
、
二
十
二
日
に
周
老
夫
人
〔
魯
瑞
を
指
す
〕
に
お
目
に
か
か
っ
た
。
魯
迅
先
生
の
客
間

に
は
陶
元
慶
先
生
が
描
い
た
木
炭
デ
ッ
サ
ン
画
が
も
と
か
ら
掛
け
て
あ
っ
た
が
、
若
干
中
央
へ
移
し
た
よ
う
だ
っ
た
。
画
の
前
に

は
文
机
が
置
か
れ
、
緑
茶
、
煙
草
、
文
具
が
供
え
ら
れ
て
い
た
。
私
と
三
番
目
の
弟
の
春
苔
が
沈
痛
な
面
持
ち
で
拝
礼
す
る
と
、

周
夫
人
〔
魯
迅
の
妻
、
朱
安
〕
の
案
内
で
私
た
ち
は
母
屋
へ
う
か
が
い
、
老
夫
人
に
お
目
に
か
か
り
、
ま
ず
魯
迅
先
生
の
仕
事
部

屋
を
拝
見
し
た
。「
虎
の
尾
」（
増
築
し
て
突
出
し
た
部
屋
の
形
状
か
ら
つ
い
た
呼
称
）
は
そ
の
ま
ま
だ
っ
た
が
、
そ
の
虎
に
騎
乗

し
、
民
族
が
総
勢
で
勇
猛
に
前
進
す
る
よ
う
鞭
撻
す
る
偉
業
の
担
い
手
は
二
度
と
姿
を
見
せ
な
か
っ
た
。
周
老
夫
人
も
当
然
悲
嘆

を
免
れ
ぬ
も
の
の
、
魯
迅
先
生
の
偉
大
さ
の
多
く
は
老
夫
人
か
ら
の
遺
伝
で
あ
る
こ
と
が
あ
り
あ
り
と
見
て
と
れ
た
。
た
だ
、
老

夫
人
の
場
合
、
魯
迅
先
生
よ
り
穏
和
で
、
慈
し
み
深
く
、
闊
達
だ
っ
た
。「
年
齢
を
い
う
な
ら
、
五
十
六
歳
も
短
命
と
は
い
え
な
い
。
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私
が
長
生
き
し
す
ぎ
た
。
私
が
去
年
死
ん
で
い
た
ら
、
今
年
何
も
知
ら
な
く
て
済
ん
だ
で
し
ょ
う
」。
老
夫
人
の
言
葉
を
聞
く
と
、

ま
る
で
魯
迅
先
生
の
文
章
を
読
ん
で
い
る
よ
う
で
、
内
に
秘
め
た
洞
察
も
雄
弁
ぶ
り
も
そ
っ
く
り
だ
っ
た
。
老
夫
人
は
今
年
八
十

歳
に
な
っ
た
ば
か
り
だ
が
、
犀
利
な
話
し
ぶ
り
は
百
歳
の
長
寿
を
裏
づ
け
る
吉
兆
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
周
老
夫
人
の
悲
嘆
ぶ

り
に
私
た
ち
は
胸
を
打
た
れ
た⑾
。

　

俞
芳
「
周
作
人
を
語
る
」
で
も
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　

俞
藻
が
一
九
三
七
年
夏
に
杭
州
に
帰
っ
た
際
、
先
生
の
母
上
と
周
作
人
に
関
す
る
二
つ
の
出
来
事
を
私
に
語
っ
た
。
…
…
魯
迅

逝
去
の
電
報
が
八
道
湾
に
届
く
と
、
周
作
人
は
宋
紫
佩
〔
紫
佩
は
字
で
、
本
名
宋
琳
。
魯
迅
の
教
え
子
で
、
魯
迅
の
斡
旋
で
国
立

北
平
図
書
館
に
勤
務
〕
と
と
も
に
西
三
条
〔
母
魯
瑞
と
妻
朱
安
が
住
む
魯
迅
北
京
旧
宅
〕
に
行
き
、
先
生
の
母
上
に
お
知
ら
せ
し

た
。
後
日
、
母
上
は
俞
藻
に
こ
う
話
し
た
。「
あ
の
日
、
老
二
〔
周
作
人
〕
が
宋
紫
佩
と
と
も
に
来
た
の
で
、
私
は
心
中
も
う
良

く
な
い
予
感
が
し
て
、
老
大
の
病
気
が
ま
た
悪
く
な
っ
た
の
か
思
っ
た
ら
、
も
う
亡
く
な
っ
た
と
知
ら
さ
れ
、
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
、
こ
れ
以
上
の
悲
し
み
は
な
か
っ
た
。
全
身
が
震
え
、
両
足
が
が
く
が
く
震
え
て
立
っ
て
お
れ
ず
、
ベ
ッ
ド
に
す
が
ら
な

い
と
話
せ
な
か
っ
た
が
、
頭
は
は
っ
き
り
し
て
い
た
。
私
は
『
老
二
〔
作
人
を
指
す
〕、
こ
れ
か
ら
は
お
前
だ
け
が
頼
り
だ
よ
』

と
言
う
と
、
老
二
は
『
困
っ
た
、
困
っ
た
』
と
言
う
の
よ
」。
さ
ら
に
母
上
は
俞
藻
に
言
う
。「
老
二
は
本
当
に
気
が
利
か
な
く
て
、

こ
ん
な
時
ぐ
ら
い
、
兄
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
か
ら
に
は
今
後
の
家
の
こ
と
は
一
切
合
財
、
私
が
引
き
受
け
る
か
ら
母
さ
ん
安
心
し

て
と
言
え
ば
い
い
の
に
。
そ
う
言
っ
て
く
れ
れ
ば
、
私
も
気
が
休
ま
り
、
老
二
自
身
の
責
任
も
明
確
に
な
る
ん
だ
か
ら
」。
そ
れ

で
母
上
は
憤
慨
し
て
「
ま
さ
か
困
っ
た
、
困
っ
た
と
言
え
ば
、
私
を
養
う
責
任
か
ら
逃
れ
ら
れ
る
の
か
し
ら
』
と
お
っ
し
ゃ
っ
た⑿
。
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こ
こ
で
の
「
魯
迅
逝
去
の
電
報
が
八
道
湾
に
届
く
と
、
周
作
人
は
宋
紫
佩
と
と
も
に
西
三
条
に
行
き
、
先
生
の
母
上
に
お
知
ら
せ
し

た
」
と
、
老
夫
人
〔
魯
瑞
〕
の
い
う
「
あ
の
日
、
老
二
が
宋
紫
佩
と
と
も
に
来
た
の
で
、
私
は
心
中
も
う
良
く
な
い
予
感
が
し
て
」
と

い
う
く
だ
り
は
、
周
作
人
『
知
堂
回
想
録
』
に
基
づ
く
よ
う
だ
。

　

彼
女
（
魯
瑞
を
指
す
）
は
息
子
を
愛
し
て
い
た
が
、
そ
の
場
に
応
じ
て
悲
し
み
の
涙
を
隠
せ
る
人
だ
っ
た
。
思
え
ば
、
魯
迅
逝

去
の
折
、
上
海
か
ら
電
報
が
来
た
が
、
母
に
知
ら
せ
る
段
に
な
っ
て
、
私
は
咄
嗟
に
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
ず
、
北
平
図
書

館
に
宋
紫
佩
を
訪
ね
て
訃
報
を
知
ら
せ
、
同
行
し
て
も
ら
っ
た
。
母
に
会
っ
て
も
直
ち
に
は
切
り
出
せ
ず
、
だ
い
ぶ
時
間
が
か
か

り
、
や
っ
と
訃
報
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
大
ご
と
に
な
ら
ず
に
済
ん
で
、
二
人
で
ほ
っ
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
母
は
言
っ
た
。
と
っ
く

に
分
か
っ
て
い
た
よ
。
お
前
た
ち
が
一
緒
に
来
る
な
ん
て
、
尋
常
で
は
な
い
し
、
延
々
と
世
間
話
ば
か
り
す
る
か
ら
、
ま
す
ま
す

長
男
〔
魯
迅
〕
の
件
で
来
た
と
私
に
は
分
か
っ
た
わ⒀
。

　

だ
が
、
俞
芳
の
文
章
で
老
夫
人
の
言
う
「
老
大
が
も
う
こ
の
世
に
い
な
い
と
知
ら
さ
れ
て
、
シ
ョ
ッ
ク
は
と
て
も
大
き
く
、
こ
れ
以

上
の
悲
し
み
は
な
か
っ
た
。
全
身
が
震
え
、
両
足
が
震
え
て
立
っ
て
い
ら
れ
ず
」
と
い
う
く
だ
り
は
、
許
広
平
「
母
親
」
と
い
う
文
章

の
引
き
写
し
の
よ
う
だ
。
い
わ
く
、「
愛
す
る
息
子
が
死
ん
だ
と
、
彼
女
〔
魯
瑞
〕
は
知
ら
さ
れ
て
も
、
当
座
は
平
静
で
大
し
て
泣
き

も
し
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
歩
け
な
く
な
り
、
一
歩
進
む
の
に
も
助
け
が
必
要
だ
っ
た
。
後
に
彼
女
は
こ
う
人
に
話
し
た
。『
私
は
知

ら
せ
を
受
け
て
も
泣
か
な
か
っ
た
の
。
で
も
、
両
足
が
震
え
て
立
っ
て
い
ら
れ
ず
、
助
け
が
な
い
と
歩
け
な
か
っ
た
』。
こ
の
慈
悲
深

い
母
親
は
息
子
同
様
強
靱
だ
っ
た
が
、
シ
ョ
ッ
ク
は
と
て
も
大
き
か
っ
た
の
だ⒁
」
と
い
う
く
だ
り
だ
。
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上
に
引
い
た
俞
芳
の
文
章
内
容
は
、
作
者
自
ら
妹
の
俞
藻
か
ら
聞
い
た
話
だ
と
述
べ
て
い
る
。
私
が
不
思
議
に
思
う
の
は
、
老
夫
人

が
他
の
者
に
話
し
た
こ
と
を
、ど
う
し
て
俞
藻
に
繰
り
返
し
聞
か
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
。
俞
芳
の
文
章
は
内
容
を
水
増
し
し
て
も
「
死

人
に
口
な
し
」
と
い
う
時
期
に
書
か
れ
て
い
る
。
当
時
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
魯
瑞
、
宋
琳
〔
紫
佩
〕、
周
作
人
は
み
な
す
で
に
逝
去
し
、

し
か
も
、
文
章
が
「
公
表
」
さ
れ
た
の
は
魯
迅
の
死
後
四
、
五
十
年
後
な
の
だ
。
許
広
平
が
文
中
で
「
彼
女
は
こ
う
人
に
話
し
た
」
と

い
う
「
人
」
と
は
誰
な
の
か
も
説
明
が
な
い
が
、
ま
ず
俞
芳
で
は
あ
る
ま
い
。
少
な
く
と
も
時
間
的
に
辻
褄
が
合
わ
な
い
。
周
作
人
は

過
去
に
「
も
し
他
人
が
言
っ
た
の
な
ら
、
た
と
え
母
親
の
言
葉
で
あ
っ
て
も
、
自
ら
に
直
接
話
し
た
言
葉
で
な
け
れ
ば
信
じ
ら
れ
な
い
」

（『
魯
迅
の
青
年
時
代
』）
と
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
俞
芳
の
文
章
と
照
ら
し
あ
わ
せ
て
み
れ
ば
、
こ
の
言
葉
は
「
ま
ぐ
れ
当
た
り
」
か
「
瓢

箪
か
ら
駒
」
と
言
っ
て
も
よ
い
。

　

幸
い
私
は
『
周
作
人
伝
』
を
書
く
な
か
で
、
伝
記
の
主
人
公
の
思
想
と
創
作
に
対
し
て
明
白
な
影
響
を
与
え
た
者
を
除
き
、
あ
ま
り

こ
の
種
の
家
庭
生
活
の
中
身
に
ま
で
立
ち
入
ら
な
か
っ
た
。
私
の
興
味
は
そ
こ
に
は
な
い
と
も
い
え
る
が
、
俗
に
「
清
官
も
家
務
の
事

を
断
じ
難
し
」〔
公
正
な
裁
判
官
で
も
家
庭
内
の
紛
糾
は
裁
け
な
い
〕
と
い
う
通
り
で
あ
り
、
残
さ
れ
た
僅
か
な
資
料
だ
け
で
は
究
明

し
き
れ
な
い
問
題
が
あ
る
。
我
々
と
し
て
は
軽
々
し
く
信
じ
込
ま
な
い
こ
と
を
も
っ
て
良
し
と
し
よ
う
。『
論
語
』「
子
罕
」
に
い
う

「
子
、
四
を
絶
つ
。
意
毋な

く
、
必
毋な

く
、
固
毋な

く
、
我
毋な

し
」〔
孔
子
は
、
身
勝
手
、
無
理
強
い
、
執
着
、
我
執
の
四
つ
を
絶
っ
た⒂
〕
と

い
う
言
葉
は
こ
こ
に
も
適
用
で
き
る
。

 

二
〇
一
五
年
十
二
月
九
日

　

附
記
一

　

茅
盾
が
晩
年
に
著
し
た
『
私
の
歩
ん
で
き
た
道
』
の
「『
小
説
月
報
』
改
革
の
前
後
」
と
い
う
章
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
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第
一
号
を
見
た
だ
け
で
も
、
こ
の
号
が
「
百
家
争
鳴
」
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
こ
と
が
直
ち
に
分
か
り
、
周
作
人
の
論
文
で
提

起
し
た
意
見
は
一
個
人
の
見
解
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
私
と
ほ
と
ん
ど
の
文
学
研
究
会
同
人
は
決
し
て
賛
成
し
て
い
な
か
っ
た
が
、

彼
は
「
有
名
教
授
」
だ
っ
た
か
ら
、
こ
の
文
章
は
冒
頭
に
配
置
し
て
、「
敬
意
」
を
示
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
「
聖
書
与
中
国

文
学
（
聖
書
と
中
国
文
学
）」
が
結
局
ど
ん
な
主
義
を
提
起
し
て
い
た
の
か
。
若
干
紙
幅
を
費
や
し
て
説
明
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

概
括
す
る
な
ら
ば
、
要
点
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
…
…
以
上
か
ら
分
か
る
と
お
り
、「
聖
書
与
中
国
文
学
」
は
同
号
の
論
文
三

篇
と
引
き
比
べ
、
ど
れ
ほ
ど
「
特
殊
」
だ
っ
た
か
は
明
白
で
あ
る⒃
。

　
「
茅
盾
と
ほ
と
ん
ど
の
文
学
研
究
会
同
人
」
が
、
そ
の
当
時
「
聖
書
与
中
国
文
学
」
に
関
し
て
本
当
は
ど
の
よ
う
な
見
方
を
し
て
い

た
の
か
は
、
今
と
な
っ
て
は
調
べ
よ
う
が
な
い
。
だ
が
、『
小
説
月
報
』
の
続
号
、
す
な
わ
ち
一
九
二
一
年
二
月
十
日
の
第
十
二
巻
第

二
号
に
は
「
記
者
附
記
」
が
あ
り
、
こ
れ
は
茅
盾
自
ら
の
手
に
な
る
も
の
だ
。「
も
と
も
と
周
作
人
さ
ん
は
文
章
二
篇
を
書
い
て
下
さ

る
約
束
だ
っ
た
が
、
現
在
お
病
気
な
の
で
、
第
二
期
に
掲
載
で
き
な
か
っ
た
。
周
さ
ん
の
文
章
を
い
ち
早
く
拝
読
で
き
な
い
の
は
本
当

に
残
念
だ
が
、
皆
さ
ん
に
は
お
待
ち
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
す
る
」
と
述
べ
る
。
こ
こ
で
の
周
作
人
に
対
す
る
態
度
は
、
お
互
い
の
社

会
的
地
位
と
政
治
的
身
分
に
根
本
的
な
変
化
が
生
じ
て
か
ら
截
然
と
異
な
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
私
た
ち
は
昨
今
の
史
料
と
向
き
合
う
と

き
に
留
意
せ
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
。

 

二
〇
一
六
年
九
月
十
二
日

　

附
記
二



文化論集第 66 号

17

108

　

周
家
の
家
庭
内
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
本
書
で
は
余
り
触
れ
て
い
な
い
が
、
な
か
に
は
世
間
に
流
布
し
て
い
て
も
事
実
と
異
な
る
も

の
が
あ
り
、
そ
の
出
処
を
た
ど
る
と
、
俞
芳
ら
の
「
回
想
」
が
係
わ
っ
て
い
る
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、『
魯
迅
、
許
広
平
所
蔵
書
簡
選
』、

『
魯
迅
研
究
資
料
』（
第
十
六
輯
）
所
収
の
「
許
広
平
往
来
書
簡
選
」、
そ
れ
か
ら
許
広
平
が
周
作
人
に
宛
て
た
書
簡
を
読
む
と
、
魯
迅

没
後
に
、
周
作
人
が
い
つ
頃
か
ら
母
親
に
生
活
費
を
出
し
始
め
た
か
は
、
通
行
の
説
と
食
い
違
い
が
あ
る
の
に
気
づ
い
た
。
上
記
書
簡

で
も
書
き
手
に
よ
っ
て
異
な
る
。
李
霽
野
が
許
広
平
に
宛
て
た
一
九
三
八
年
九
月
二
十
三
日
付
の
書
簡
で
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　

お
婆
様
は
相
変
わ
ら
ず
大
変
お
元
気
で
す
が
、
経
済
面
で
は
御
次
男
〔
周
作
人
〕
が
今
年
は
小
遣
い
十
五
元
し
か
お
出
し
せ
ず
、

夫
婦
で
隔
月
に
交
代
で
少
し
顔
出
し
す
る
だ
け
で
、
子
ど
も
た
ち
は
伺
っ
て
い
ま
せ
ん
。
お
手
元
の
金
だ
け
で
は
何
と
か
持
ち
こ

た
え
て
精
々
陽
暦
年
末
ま
で
だ
そ
う
で
す
。
御
次
男
が
方
々
で
借
金
し
て
い
る
の
も
事
実
だ
そ
う
で
、
現
在
、
孔
徳
学
校
か
ら
毎

月
百
元
か
ら
百
五
十
元
、
燕
京
大
学
か
ら
八
十
元
も
ら
い
、
中
仏
基
金
会
の
翻
訳
は
す
で
に
辞
め
た
由
で
、
教
育
部
（
北
京
）
か

ら
毎
月
二
百
元
だ
そ
う
で
す
（
ま
だ
確
認
中
で
、
貰
っ
て
な
い
と
も
）。〔
孫
の
〕
周
豊
一
は
孔
徳
学
校
と
燕
京
大
学
で
教
え
、
給

料
も
百
元
は
下
ら
な
い
は
ず
で
す
。
御
次
男
が
進
ん
で
面
倒
を
見
て
く
だ
さ
る
の
は
期
待
で
き
ず
、
お
婆
様
も
御
次
男
に
頼
ろ
う

と
さ
れ
ず
、
も
し
お
便
り
さ
れ
る
な
ら
、
上
海
で
は
印
税
が
受
け
取
れ
ず
（
す
で
に
仕
送
り
し
た
事
も
触
れ
る
べ
き
）、
な
お
か

つ
近
々
送
金
出
来
な
く
な
る
（
私
か
ら
の
助
言
と
は
言
わ
ぬ
こ
と
）
と
書
き
送
り
、
御
次
男
に
毎
月
出
来
る
だ
け
負
担
す
る
よ
う

お
願
い
し
て
く
だ
さ
い
。
ど
ん
な
返
事
が
来
る
か
を
見
て
、
他
の
方
法
を
相
談
し
ま
し
ょ
う⒄
。

　

許
広
平
は
周
作
人
に
宛
て
た
同
年
十
月
一
日
付
書
簡
で
こ
う
書
い
て
い
る
。
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目
下
、
北
京
上
海
で
分
か
れ
て
暮
ら
し
て
い
て
、
妙
案
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
と
海
嬰
は
、
た
と
え
物
乞
い
を
し
て
暮
ら
す
と
し

て
も
、
お
母
様
は
ご
高
齢
で
無
理
で
す
し
、
作
人
先
生
も
無
下
に
は
な
さ
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
深
夜
思
い
悩
み
、
思
案
も
尽
き
ま

し
た
の
で
、
経
緯
を
お
伝
え
し
、
何
卒
事
情
を
汲
ん
で
策
を
講
じ
、
お
母
様
に
毎
月
ご
工
面
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す⒅
。

　

魯
瑞
が
許
広
平
に
宛
て
た
十
月
十
七
日
付
書
簡
に
は
こ
う
あ
る
。

　

こ
の
ご
時
勢
で
、
何
も
か
も
高
価
に
な
り
、
上
海
も
暮
ら
し
が
大
変
な
こ
と
、
八
道
湾
の
次
男
も
苦
境
は
承
知
し
て
お
り
、
今

後
、
北
平
で
必
要
な
生
活
費
の
一
部
は
負
担
す
る
と
自
ら
明
言
し
ま
し
た
が
、
長
男
〔
魯
迅
〕
の
係
累
の
北
平
と
上
海
の
三
人
〔
許

広
平
、
周
海
嬰
、
朱
安
〕
だ
け
は
苦
楽
を
と
も
に
し
、
家
族
一
体
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん⒆
。

　

魯
瑞
は
許
広
平
に
宛
て
た
十
一
月
八
日
付
書
簡
に
は
こ
う
記
す
。

　

次
男
は
一
月
か
ら
私
の
家
計
の
一
部
の
面
倒
を
見
て
く
れ
る
が
、
い
く
ら
負
担
す
る
か
明
確
に
言
わ
な
い
。
聡
明
な
嫁
〔
許
広

平
〕
の
家
計
事
情
は
、
私
も
承
知
し
て
い
る
の
で
、
状
況
に
応
じ
て
毎
月
い
く
ら
か
捻
出
し
て
私
に
送
金
し
て
く
れ
れ
ば
、
後
は

こ
ち
ら
で
算
段
し
ま
す⒇
。

　

こ
こ
で
の
「
一
月
」
と
は
翌
年
一
九
三
九
年
一
月
で
あ
る
。
し
か
し
、
宋
琳
が
許
広
平
に
宛
て
た
一
九
三
七
年
十
月
二
十
一
日
付
の

書
簡
を
改
め
て
読
む
と
、「
八
道
湾
か
ら
お
母
様
へ
の
月
々
の
仕
送
り
は
従
来
通
り
で
、
毎
月
一
度
見
舞
い
に
来
て
い
る
が
、
御
次
男
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は
学
校
が
閉
鎖
さ
れ
、
か
な
り
影
響
が
あ
っ
た㉑
」
と
言
っ
て
お
り
、
周
作
人
が
毎
月
母
親
の
魯
瑞
に
生
活
費
を
出
し
は
じ
め
た
時
期
は
、

魯
瑞
自
身
が
述
べ
る
時
期
よ
り
早
い
。
魯
瑞
が
ど
う
や
ら
許
広
平
に
事
実
を
あ
り
の
ま
ま
知
ら
せ
ず
、
許
広
平
は
李
霽
野
の
助
言
に

従
っ
て
周
作
人
に
直
接
書
簡
を
書
い
た
結
果
、〔
す
で
に
仕
送
り
し
て
い
る
〕
周
作
人
に
改
め
て
仕
送
り
す
る
よ
う
頼
ん
で
し
ま
っ
た
。

許
広
平
の
代
理
と
し
て
魯
瑞
と
連
絡
を
取
っ
て
い
た
李
霽
野
は
、
事
の
真
相
を
当
時
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
。
一
方
、
宋
琳
は
李
霽
野

よ
り
も
周
作
人
一
家
と
の
関
係
が
密
接
で
、
西
三
条
の
魯
瑞
の
状
況
も
知
悉
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
一
次
資
料
は
明
ら
か
に
俞
芳
ら
が

後
年
語
っ
た
言
葉
よ
り
も
は
る
か
に
信
頼
で
き
る
。

 

二
〇
一
七
年
九
月
二
十
九
日

初
版
序
文

　

先
日
、
創
作
の
筆
を
折
っ
て
久
し
い
友
人
に
忠
告
し
た
。
も
し
文
字
で
表
現
し
な
か
っ
た
ら
、
我
々
の
読
書
時
の
感
想
自
体
が
そ
も

そ
も
「
未
完
成
」
な
の
だ
と
。
こ
れ
こ
そ
私
自
身
が
本
書
を
書
く
と
決
め
た
理
由
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
私
が
最
初
に
周
作
人
の
作
品

に
接
し
た
の
は
一
九
八
六
年
で
、
当
初
は
い
く
ら
か
興
味
を
持
っ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
、
校
訂
整
理
に
着
手
し
て
か
ら
は

繰
り
返
し
読
ん
だ
。『
周
作
人
自
編
集
』、『
苦
雨
斎
訳
叢
』、『
周
氏
兄
弟
共
訳
文
集
』
な
ど
相
次
い
で
出
版
し
、
合
計
で
七
、
八
百
万

字
は
あ
り
、
関
係
資
料
も
含
め
相
当
読
み
こ
ん
だ
。
一
時
期
、
私
は
創
作
意
欲
が
湧
か
ず
、
折
し
も
友
人
が
『
周
作
人
伝
』
と
い
う
題

目
で
執
筆
を
勧
め
て
く
れ
た
の
で
、
私
も
こ
の
機
会
に
全
著
訳
作
品
、
そ
し
て
入
手
可
能
な
生
平
資
料
を
ま
と
め
て
一
通
り
読
み
直
そ

う
と
考
え
た
。
か
く
て
一
年
を
費
や
し
て
大
量
の
メ
モ
を
取
っ
た
。
そ
の
後
ま
る
ま
る
二
年
間
か
け
て
本
書
を
完
成
さ
せ
た
。
と
ど
の

つ
ま
り
は
「
読
後
感
」
に
す
ぎ
ず
、
か
ね
て
か
ら
書
い
て
き
た
私
の
小
文
に
似
て
、
伝
記
の
主
人
公
の
生
涯
に
沿
っ
て
書
い
た
断
片
の

集
成
に
す
ぎ
な
い
。
本
書
で
二
十
年
費
や
し
た
仕
事
に
決
着
を
つ
け
た
が
、「
我
を
知
る
者
、
我
を
罪
す
る
者
」、
そ
れ
は
読
者
だ
け
で
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あ
る㉒
。
私
自
身
は
今
後
別
の
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
『
周
作
人
研
究
資
料
』、『
回
望
周
作
人
』
と
い
っ
た
書
籍
が
相
次
い
で
公
刊
さ
れ
て
も
、
周
氏
の
生
平
資
料
は
相
変
わ
ら
ず
非
常
に

不
足
し
て
い
る
。
第
一
に
日
記
は
い
ま
だ
全
て
刊
行
さ
れ
ず
、
第
二
に
書
簡
も
ほ
と
ん
ど
収
集
整
理
さ
れ
て
お
ら
ず
、
第
三
に
檔
案
史

料
〔
公
文
書
記
録
〕
は
ま
だ
公
開
さ
れ
ず
、
第
四
に
当
時
の
新
聞
報
道
、
訪
問
記
、
印
象
記
も
ま
だ
集
成
刊
行
さ
れ
て
お
ら
ず
、
第
五

に
後
世
に
書
か
れ
た
回
想
録
は
検
証
訂
正
さ
れ
て
い
な
い
。
今
の
と
こ
ろ
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
マ
イ
ヤ
ー
ズ
著
『
オ
ー
ウ
ェ
ル
伝
』
や
ジ
ョ

ジ
ア
ー
ヌ
・
サ
ヴ
ィ
ニ
ョ
ー
著
『
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
・
ユ
ル
ス
ナ
ー
ル
』
の
よ
う
な
詳
細
か
つ
正
確
無
比
な
伝
記
執
筆
は
不
可
能
で
あ
る㉓
。

だ
が
、
上
記
の
問
題
が
解
決
さ
れ
て
も
、
本
物
の
伝
記
が
書
く
に
足
る
資
料
が
十
分
か
と
い
う
と
未
だ
し
の
感
が
あ
る
。

　

上
述
の
問
題
は
、
二
つ
の
状
況
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
は
使
え
る
資
料
の
不
足
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
、
ど
ん
な
資
料
で
も
利
用
で

き
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
前
者
は
個
人
の
能
力
で
は
い
か
ん
と
も
し
が
た
く
、
出
来
る
限
り
遺
漏
な
き
よ
う
注
意
す
る
し
か

な
い
が
、
後
者
は
鑑
定
選
別
し
た
方
が
よ
い
。
回
想
録
は
時
と
し
て
自
身
の
意
思
で
、
時
と
し
て
や
む
を
得
ず
、
偽
り
の
記
述
が
少
な

か
ら
ず
混
入
し
、
結
果
的
に
誤
り
が
誤
り
を
生
む
。
例
え
ば
、
許
寿
裳
の
『
亡
友
魯
迅
印
象
記
』
で
は
一
九
二
四
年
に
周
氏
兄
弟
が
諍

い
を
起
こ
し
た
際
に
、「
…
…
程
な
く
、
よ
そ
の
客
人
〔
原
語
は
外
賓
〕
が
や
っ
て
き
て
、
口
を
開
こ
う
と
し
た
の
で
、
魯
迅
は
淡
々

と
こ
れ
は
家
庭
内
の
こ
と
で
あ
り
、
よ
そ
の
客
人
の
お
気
遣
い
を
い
た
だ
く
ま
で
も
な
い
と
断
っ
た
。
来
客
は
何
も
言
え
ず
、
引
き
下

が
る
よ
り
ほ
か
な
か
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
。
周
作
人
は
『
知
堂
回
想
録
』
で
こ
れ
を
訂
正
し
、「
こ
こ
で
説
明
し
て
お
か
ね
ば
な
ら

な
い
。
徐
と
は
徐
耀
辰
〔
祖
正
〕
で
、
張
は
張
鳳
挙
で
、
二
人
と
も
当
時
北
京
大
学
教
授
で
、「
よ
そ
の
客
人
」
な
ど
で
は
な
い
。
こ

れ
は
許
季
茀
〔
寿
裳
〕
が
述
べ
る
と
お
り
だ
。
許
季
茀
も
徐
、
張
の
二
人
も
こ
の
事
件
の
経
緯
を
知
っ
て
お
り
、
人
柄
は
『
誠
実
』
な

の
に
、
な
ぜ
デ
マ
を
流
し
、「
聖
人
君
子
」〔
こ
の
場
合
は
偽
善
者
〕
同
然
の
こ
と
を
言
う
の
か㉔
」
と
い
う
。
こ
の
ほ
か
長
い
歳
月
が
経

過
し
、記
憶
も
真
実
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
せ
い
で
、『
知
堂
回
想
録
』
に
も
間
違
い
が
ま
ま
あ
る
ほ
か
、故
意
に
記
述
を
省
く
こ
と
も
あ
る
。
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例
え
ば
、
周
作
人
日
記
に
は
「
一
九
五
〇
年
一
月
に
出
版
総
署
署
長
の
葉
聖
陶
さ
ん
と
秘
書
の
金
燦
然
さ
ん
が
き
た
」
と
あ
る
が
、
葉

聖
陶
の
同
日
の
日
記
に
は
、「
昼
食
後
、
午
後
二
時
に
喬
峰
〔
周
建
人
の
字
〕、
燦
然
を
伴
っ
て
八
道
湾
に
周
啓
明
〔
作
人
の
字
〕
を
訪

ね
る
」
と
あ
り
、
実
は
三
人
で
来
訪
し
、
周
建
人
も
同
席
し
て
い
た
と
直
ち
に
分
か
る㉕
。
こ
の
よ
う
な
問
題
一
つ
一
つ
に
、
私
た
ち
は

注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

本
書
が
主
眼
と
す
る
の
は
、
生
涯
の
遍
歴
を
描
く
こ
と
で
は
な
い
。
周
作
人
の
よ
う
な
思
想
家
、
作
家
に
と
っ
て
は
思
想
的
変
遷
の

流
れ
、
思
想
表
現
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
こ
そ
が
人
生
遍
歴
よ
り
遥
か
に
重
要
で
あ
り
、
そ
こ
に
相
当
の
紙
幅
を
費
や
し
た
し
、
関
連
資
料

も
比
較
的
揃
っ
て
い
た
。
こ
れ
が
巷
間
に
周
作
人
伝
が
す
で
に
何
冊
も
出
回
っ
て
い
る
に
も
係
わ
ら
ず
、
私
が
本
書
を
執
筆
し
た
ゆ
え

ん
で
あ
る
。
既
刊
伝
記
の
出
来
に
つ
い
て
今
は
論
じ
な
い
。

　

か
つ
て
私
は
「
伝
記
」
と
「
伝
記
小
説
」
と
を
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
と
力
説
し
た
。
伝
記
は
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
品
で
あ
り
、

書
く
事
柄
は
す
べ
て
事
実
で
あ
り
、
典
拠
が
必
須
だ
。
他
人
の
記
述
を
引
用
す
る
に
は
検
証
が
必
須
で
、
こ
の
最
低
条
件
は
外
せ
な
い
。

伝
記
執
筆
は
歴
史
叙
述
と
同
様
、「
合
理
性
の
あ
る
想
像
」
や
「
合
理
性
の
あ
る
虚
構
」
は
許
さ
れ
な
い
。
本
書
も
当
然
例
外
で
は
な
い
。

従
っ
て
、
面
白
可
笑
し
く
書
く
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
で
ま
か
せ
を
口
に
す
る
こ
と
も
な
い
。
伝
記
の
主
人
公
の
思
想
で
あ
れ
、
生
涯

で
あ
れ
、
事
実
経
過
の
み
を
叙
述
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
歴
史
に
空
白
が
あ
る
と
し
て
も
、
虚
構
や
推
測
で
作
り
話
は
し
な
い
。
私
自

身
の
見
解
は
、
他
者
と
見
解
が
異
な
ろ
う
と
一
致
し
よ
う
と
、
一
個
人
の
見
解
に
す
ぎ
な
い
。「
周
作
人
」
と
い
う
論
争
の
尽
き
な
い

テ
ー
マ
に
お
い
て
、
私
は
擁
護
者
で
も
糾
弾
者
で
も
な
い
。
ゆ
え
に
論
争
に
係
わ
る
見
解
も
「
実
情
を
踏
ま
え
、
空
理
空
論
は
無
く
す㉖
」

つ
も
り
で
あ
る
。
私
自
身
の
見
解
は
当
然
持
っ
て
い
る
が
、
私
の
個
人
的
見
解
が
読
者
と
事
実
の
間
を
さ
え
ぎ
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。

 

二
〇
〇
八
年
二
月
十
四
日
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重
版
後
記

　

こ
の
た
び
『
周
作
人
伝
』
が
重
版
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
幾
つ
か
の
誤
記
と
校
正
ミ
ス
を
修
正
し
、
版
面
の
変
更
が
生
じ
な
い
範
囲
で

一
部
分
修
訂
し
た
。
他
に
も
参
照
す
べ
き
新
史
料
も
あ
る
が
、
今
後
の
改
訂
を
期
す
る
ほ
か
な
い
。

　

本
書
刊
行
後
、
新
聞
雑
誌
と
ネ
ッ
ト
で
幾
つ
か
評
論
が
出
た
の
で
、
採
用
す
べ
き
意
見
は
す
べ
て
修
訂
に
生
か
し
た
。
こ
こ
に
謹
ん

で
謝
意
を
表
し
た
い
。
あ
る
評
論
は
本
書
が
「
作
者
の
周
作
人
の
思
想
に
対
す
る
理
解
を
基
準
に
周
作
人
を
読
み
解
い
た
」
と
評
し
た

が
、
も
し
作
者
が
他
人
の
理
解
を
基
準
と
し
た
ら
、「
よ
り
深
く
踏
み
込
ん
だ
思
考
」
が
で
き
ぬ
ば
か
り
か
、「
解
読
」、「
思
考
」
す
る

以
前
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
伝
記
へ
の
要
望
と
し
て
レ
ベ
ル
が
低
す
ぎ
る
よ
う
だ
が
、
私
の
著
作
が
事
実
経
緯
の
叙
述
以
外
に
も
汲

む
べ
き
点
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
点
に
存
す
る
の
か
も
し
れ
ぬ
。

 

二
〇
〇
九
年
十
一
月
五
日

『
周
作
人
伝
』
執
筆
縁
起㉗

　

私
は
伝
記
を
読
む
の
が
好
き
だ
が
、
そ
の
手
の
本
を
買
う
と
き
、
出
所
不
明
の
対
話
や
「
彼
は
〜
と
考
え
た
」
と
か
い
う
モ
ノ
ロ
ー

グ
つ
き
の
も
の
は
、
た
と
え
名
高
い
ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
・
ス
ト
ー
ン
〔
著
名
な
伝
記
小
説
作
家
〕
の
著
作
で
あ
っ
て
も
、
私
は
一
切
買
わ

な
い
。
こ
れ
が
私
の
「
伝
記
文
学
」
に
対
す
る
立
場
だ
。
自
分
で
伝
記
を
書
く
に
あ
た
っ
て
も
、
こ
の
ル
ー
ル
に
当
然
従
わ
ね
ば
な
ら

な
い
。
私
は
『
周
作
人
伝
』〔
初
版
〕
序
文
で
、「
私
は
『
伝
記
』
と
『
伝
記
小
説
』
を
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
と
力
説
し
た
。
伝
記
は

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
品
で
あ
り
、
書
く
事
柄
は
す
べ
て
事
実
で
あ
り
、
典
拠
が
必
須
だ
。
他
人
の
記
述
を
引
用
す
る
に
は
検
証
が
必

須
で
、
こ
の
最
低
条
件
は
外
せ
な
い
。
伝
記
執
筆
は
歴
史
叙
述
と
同
様
、『
合
理
性
の
あ
る
想
像
』
や
『
合
理
性
の
あ
る
虚
構
』
は
許

さ
れ
な
い
」
と
述
べ
た
。
一
言
で
い
え
ば
、「
伝
記
文
学
」
が
書
く
よ
う
に
私
は
書
い
た
り
し
な
い
。
た
と
え
「
文
学
的
な
味
わ
い
が



文化論集第 66 号

23

102

足
り
な
い
」、「
か
な
り
無
味
乾
燥
」
で
も
構
わ
な
い
。

　

類
似
し
た
見
解
は
、
先
人
が
と
う
に
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
『
左
伝
』、『
史
記
』
も
そ
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
銭
鐘
書
『
管

錐
編
』
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　

上
古
の
時
代
に
は
録
音
機
材
も
な
け
れ
ば
、
速
記
法
に
も
乏
し
く
、「
駟
馬
も
追
う
能
わ
ず
」〔
一
度
口
に
し
た
言
葉
は
取
り
返

せ
な
い
〕
な
の
に
、
ど
う
し
て
生
き
生
き
と
し
た
口
調
で
、
ま
る
で
じ
か
に
肉
声
に
接
し
た
か
の
よ
う
な
の
か
。
内
々
に
話
し
た

の
、
真
率
に
話
し
た
の
、
壁
ご
し
に
聞
き
耳
や
ら
灯
火
の
陰
か
ら
す
が
め
て
見
た
の
か
、
何
か
根
拠
が
あ
る
の
か
。
例
え
ば
、「
僖

公
二
十
四
年
、
介
之
推
、
母
と
偕と
も

に
逃
る
前
の
問
答
」
や
「
宣
公
二
年
、
鉏し
ょ

麑げ
い

自
殺
前
の
慨
歎
」
で
は
、
生
者
に
は
証
人
な
く
、

死
人
に
は
証
拠
な
し
で
あ
る
。
…
…
思
う
に
当
事
者
の
言
葉
で
は
な
く
、
作
者
が
代
わ
り
に
述
べ
た
も
の
で
、
後
世
の
小
説
、
台

本
の
対
話
や
独
白
の
よ
う
な
も
の
だ
。
左
氏
は
主
人
公
に
成
り
代
わ
っ
て
、
そ
の
性
格
や
身
分
に
あ
わ
せ
て
代
弁
す
る
の
が
理
の

当
然
と
思
い
込
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う㉘
。

　

こ
の
言
葉
は
ま
さ
し
く
「
伝
記
文
学
」
を
批
判
す
る
も
の
だ
。
銭
氏
の
い
う
「
宣
公
二
年
、
鉏
麑
自
殺
前
の
慨
嘆
」
は
『
左
伝
』
に

見
え
る
。「
宣
子
、
し
ば
し
ば
諌
む
。
公
、
こ
れ
を
患
う
。
鉏
麑
を
し
て
こ
れ
を
賊
せ
し
め
ん
と
す
。
晨
に
往
く
。
寝
門
、
闢ひ
ら

け
た
り
。

盛
服
し
て
ま
さ
に
朝
せ
ん
と
す
る
に
尚
ほ
早
し
。
坐
し
て
仮
寐
せ
り
。
麑
、
退
き
て
歎
じ
て
言
い
て
曰
く
、『
恭
敬
を
忘
れ
ざ
る
、
民

の
主
な
り
。
民
の
主
を
賊
す
る
は
不
忠
な
り
。
君
の
命
を
棄
て
る
は
不
信
な
り
。
こ
れ
に
お
い
て
は
一
あ
る
は
、
死
す
る
に
し
か
ざ
る

な
り
』。
槐
に
触
れ
て
死
す㉙
」。
こ
の
『
左
伝
』
の
一
篇
は
高
校
の
教
科
書
に
収
録
さ
れ
て
い
て
、
と
あ
る
「
学
習
指
導
案
」
を
読
ん
だ

と
こ
ろ
、
問
題
点
の
所
在
に
気
づ
い
た
。「
鉏
麑
は
直
ち
に
死
ん
だ
の
に
、
死
ぬ
直
前
の
内
心
の
独
白
は
ど
こ
で
分
か
っ
た
の
か
」。
指
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導
案
の
解
答
例
は
な
ん
と
「
当
て
は
め
て
推
量
す
る
こ
と
│
│
そ
の
時
の
状
況
、
事
態
の
結
末
と
人
物
の
性
格
、
行
為
に
基
づ
き
、
合

理
性
の
あ
る
想
像
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
人
物
の
性
格
に
合
わ
せ
、
結
果
に
つ
い
て
合
理
的
な
解
釈
を
す
る
こ
と
は
、
事
実
に
反
す
る

と
感
じ
る
以
上
に
、
歴
史
へ
の
『
没
入
感
』
が
生
ま
れ
る
」
の
だ
と
い
う
。
教
師
た
る
者
が
こ
ん
な
講
釈
を
す
る
と
は
、
ま
さ
に
学
生

に
道
を
踏
み
誤
ら
せ
る
〔
不
良
教
師
を
批
判
す
る
慣
用
句
〕
ど
こ
ろ
の
話
で
は
な
い
。

　
「
合
理
性
の
あ
る
想
像
」
あ
る
い
は
「
合
理
性
の
あ
る
虚
構
」
は
、
細
部
な
ら
水
増
し
、
大
規
模
な
ら
捏
造
と
な
り
、
ど
ち
ら
も
銭

氏
の
い
う
「
当
然
そ
う
な
る
と
い
う
思
い
込
み
」
な
の
だ
。
想
像
で
あ
る
以
上
、
事
実
と
し
て
書
け
ず
、
そ
こ
に
合
理
性
が
あ
る
か
ど

う
か
の
区
別
は
存
在
し
な
い
。
友
人
の
謝
其
章
に
よ
れ
ば
、
今
ま
で
読
ん
だ
周
作
人
伝
三
種
は
例
外
な
く
一
九
四
五
年
十
二
月
六
日
夜

に
周
作
人
が
自
宅
で
逮
捕
さ
れ
た
事
件
に
触
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
な
か
に
は
拙
著
で
も
引
用
す
る
言
葉
が
あ
る
。「
軍
警
が
銃
を

周
作
人
に
突
き
つ
け
て
逮
捕
す
る
と
い
う
と
、
周
は
『
私
は
読
書
人
だ
、
そ
れ
に
は
及
ば
な
い
』
と
話
し
た
」
と
い
う
。
こ
の
言
葉
の

典
拠
は
『
文
化
文
料
』（
一
九
八
二
年
第
三
期
）
掲
載
の
張
琦
翔
「
周
作
人
投
敵
的
前
前
後
後
（
周
作
人
が
敵
に
投
降
す
る
前
後
）」
と

い
う
文
章
で
あ
る
。
ほ
か
の
二
種
も
同
一
資
料
を
用
い
て
い
る
が
、
一
つ
は
こ
う
記
す
。「
銃
口
を
周
作
人
に
向
け
、
尋
常
に
お
縄
に

つ
け
と
命
じ
た
時
、
彼
は
立
ち
上
が
り
、『
私
は
読
書
人
だ
、
そ
れ
に
は
及
ば
な
い
』
と
小
声
で
呟
き
、
軍
警
に
つ
い
て
い
っ
た
」。
も

う
一
つ
は
こ
う
記
し
て
い
る
。「
軍
警
が
銃
口
を
彼
に
向
け
、
尋
常
に
お
縄
に
つ
け
と
命
じ
る
と
、
小
声
で
呟
い
た
。『
私
は
読
書
人
だ
、

そ
れ
に
は
及
ば
な
い
』㉚」。
謝
さ
ん
は
問
う
。「
周
作
人
の
『
立
ち
上
が
る
』
と
『
小
声
で
呟
く
』
に
は
典
拠
が
あ
る
の
か
。
こ
れ
ら
の
『
水

増
し
』
に
は
主
観
的
な
バ
イ
ア
ス
が
か
か
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
。

　
「
伝
記
文
学
」、
ま
た
の
名
を
「
演
義
」〔
通
俗
的
に
分
か
り
や
す
く
脚
色
す
る
こ
と
〕
と
い
う
。
そ
の
弊
害
は
章
学
誠
が
『
丙
辰
札
记
』

で
評
す
る
如
く
、「
七
分
実
事
、
三
分
虚
構
、
以
て
観
者
は
往
々
に
し
て
惑
乱
さ
れ
る
所
と
な
る
」
こ
と
に
あ
る
│
│
虚
偽
を
真
実
に

見
せ
か
け
、
遂
に
は
虚
偽
を
真
実
と
す
り
か
え
る
。
魯
迅
は
『
中
国
小
説
の
歴
史
的
変
遷
』〔
講
演
録
〕
で
「〔
三
国
演
義
は
〕
誤
解
を
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招
き
や
す
い
」
と
指
摘
し
、「
作
中
に
描
か
れ
て
い
る
事
柄
は
、
七
割
が
史
実
で
、
三
割
が
虚
構
で
す
。
史
実
が
多
く
、
虚
構
が
少
な

い
の
で
、
読
者
は
虚
構
ま
で
史
実
と
信
じ
か
ね
ま
せ
ん
。
王
漁
洋
と
い
う
人
は
有
名
な
詩
人
で
、
学
者
で
も
あ
り
ま
す
が
、『
落
鳳
坂

に
龐
土
元
を
弔
う
』
と
題
す
る
詩
を
作
り
ま
し
た
。
こ
の
『
落
鳳
坂
』
と
い
う
の
は
、『
三
国
演
義
』
に
載
っ
て
い
る
地
名
で
、
実
在

し
ま
せ
ん
。
王
漁
洋
す
ら
小
説
に
騙
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
」
と
指
摘
す
る㉛
。

　

先
に
引
い
た
「
学
習
指
導
案
」
に
は
「
当
て
は
め
て
推
量
す
る
こ
と
」
と
あ
っ
た
が
、「
推
量
」
は
も
と
よ
り
避
け
ら
れ
ぬ
と
し
て

も
「
当
て
は
め
」
は
宜
し
く
な
い
。
伝
記
作
者
の
推
測
に
は
、
必
ず
事
実
根
拠
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
う
一
つ
例
を
挙
げ
よ
う
。

あ
る
周
作
人
伝
で
は
、
一
九
四
五
年
の
抗
日
戦
争
勝
利
後
も
周
作
人
が
引
き
続
き
執
筆
を
続
け
た
こ
と
に
言
及
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ

る
。　

八
月
二
十
六
日
に
書
い
た
「
小
文
」
は
「
曲
庵
の
尺
牘
」〔
曲
庵
は
劉
半
農
の
号
、
尺
牘
と
は
書
簡
。
一
九
四
五
年
八
月
二
十

七
日
作
〕
で
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
「
餅
斎
の
尺
牘
」〔
餅
斎
は
銭
玄
同
の
号
。
一
九
四
五
年
七
月
十
二
日
作
〕
と
「
実
庵
の
尺
牘
」

〔
陳
独
秀
の
号
、
一
九
四
五
年
八
月
二
十
九
日
作
〕
を
書
い
て
お
り
、
こ
れ
が
三
篇
目
に
あ
た
る
。
お
そ
ら
く
執
筆
も
「
す
っ
か

り
行
き
詰
ま
り
」、
書
く
材
料
も
な
く
、
亡
き
友
人
た
ち
の
書
簡
を
書
き
写
し
て
金
に
換
え
る
し
か
な
く
、
経
済
的
、
精
神
的
な

困
窮
ぶ
り
は
ま
こ
と
に
嘆
か
わ
し
い
。
…
…
数
日
後
、
ま
た
「
凡
人
の
信
仰
」（
一
九
四
五
年
八
月
三
十
一
日
作
）
を
書
い
た
。

ほ
と
ん
ど
い
か
な
る
状
況
下
で
も
周
作
人
は
執
筆
で
き
、
こ
れ
は
彼
の
特
別
勤
勉
な
と
こ
ろ
で
、
あ
る
種
、
特
殊
な
能
力
で
も
あ

る
。
恐
ら
く
は
経
済
的
逼
迫
の
た
め
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
悲
し
む
べ
き
こ
と
だ㉜
。

　

こ
こ
で
「
経
済
的
逼
迫
」
に
言
及
し
て
お
り
、
確
か
に
当
時
の
周
作
人
日
記
に
は
家
財
を
切
り
売
り
し
た
と
記
載
が
あ
る
が
、
周
と
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関
わ
り
の
あ
る
雑
誌
で
、
例
え
ば
『
古
今
』、『
中
和
』、『
求
是
』、『
天
地
』、『
逸
文
』、『
留
日
同
学
会
季
刊
』、『
読
書
』、『
同
声
』、『
文

史
』、『
風
雨
談
』、『
雑
誌
』
な
ど
は
、
一
九
四
四
年
か
ら
抗
日
戦
争
勝
利
ま
で
に
相
次
い
で
発
刊
停
止
と
な
り
、
自
ら
主
編
を
務
め
る

『
藝
文
雑
誌
』
も
一
九
四
五
年
五
月
に
終
刊
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
四
五
年
十
月
一
日
に
北
平
で
出
版
さ
れ
た
『
新
世
界
』
月
刊
第
一

期
に
掲
載
の
「
旧
京
的
風
俗
詩㉝
」
が
目
下
確
認
で
き
る
当
時
最
後
の
文
章
で
あ
る
。
抗
日
戦
争
勝
利
か
ら
周
氏
の
逮
捕
ま
で
、
彼
の
書

い
た
文
章
は
八
編
現
存
す
る
が
、
い
ず
れ
も
未
刊
稿
で
あ
り
、
一
九
五
九
年
と
一
九
六
一
年
に
そ
れ
ぞ
れ
『
過
去
的
工
作
』
と
『
知
堂

乙
酉
文
編
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
当
時
公
刊
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
ど
う
や
っ
て
「
金
に
換
え
る
」
の
か
。
作
者
が
「
精
神
的
な
困

窮
」
が
「
嘆
か
わ
し
く
」、「
悲
し
む
べ
き
」
と
す
る
根
拠
は
皆
無
で
あ
る
。

　

か
つ
て
私
は
伝
記
執
筆
は
以
下
の
点
が
重
要
だ
と
述
べ
た
。（
一
）
資
料
、（
二
）
思
想
概
念
、（
三
）
視
座
角
度
と
取
捨
選
択
、（
四
）

文
章
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
思
う
に
後
の
三
項
は
ど
れ
も
第
一
項
を
基
礎
と
し
て
お
り
、
こ
れ
は
ま
さ
し
く
私
が
『
周
作
人
伝
』
を
書

く
う
え
で
難
儀
し
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
私
は
序
文
で
こ
う
述
べ
た
。「『
周
作
人
研
究
資
料
』、『
回
望
周
作
人
』
と
い
っ
た
書
籍
が
相
次

い
で
公
刊
さ
れ
て
も
、
周
氏
の
生
平
資
料
は
相
変
わ
ら
ず
非
常
に
不
足
し
て
い
る
。
第
一
に
日
記
は
い
ま
だ
全
巻
刊
行
さ
れ
ず
、
第
二

に
書
簡
も
ほ
と
ん
ど
収
集
整
理
さ
れ
て
お
ら
ず
、
第
三
に
檔
案
史
料
〔
公
文
書
記
録
〕
は
い
ま
だ
未
公
開
で
、
第
四
に
当
時
の
新
聞
報

道
、
訪
問
記
、
印
象
記
も
ま
だ
集
成
刊
行
さ
れ
て
お
ら
ず
、
第
五
に
後
世
に
書
か
れ
た
回
想
録
は
検
証
訂
正
さ
れ
て
い
な
い
」
と
指
摘

し
た
。
こ
こ
で
説
明
を
加
え
て
お
き
た
い
。

　

周
作
人
日
記
は
、
一
八
九
八
年
二
月
十
八
日
か
ら
書
き
始
め
ら
れ
、
一
九
六
六
年
八
月
二
十
三
日
に
絶
筆
と
な
っ
た
。
そ
の
間
、
日

本
留
学
、
北
京
と
南
京
で
入
獄
し
て
い
た
期
間
な
ど
は
日
記
を
つ
け
て
い
な
い
。
あ
る
年
は
日
記
を
紛
失
し
、
一
九
四
四
年
の
一
冊
は

周
氏
が
六
十
年
代
に
香
港
の
鮑
耀
明
に
郵
送
し
た
が
、
鮑
氏
に
届
か
な
か
っ
た
。
周
氏
に
よ
れ
ば
、「
日
記
が
届
か
な
か
っ
た
の
は
、

郵
便
局
を
過
信
し
た
落
ち
度
で
、
書
留
に
せ
ず
と
も
届
く
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
紛
失
さ
れ
て
し
ま
え
ば
、
も
う
見
つ
か
ら
ず
、
観
念
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す
る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
」（
鮑
耀
明
宛
一
九
六
四
年
五
月
二
十
六
日
付
書
簡
）。
張
菊
香
・
張
鉄
栄
編
『
周
作
人
年
譜
』
は
、
年
ご
と
の

記
述
に
簡
繁
の
差
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
参
照
可
能
な
日
記
の
有
無
に
よ
る
。
一
九
四
四
年
に
つ
い
て
い
え
ば
、
三
月
十
五
日
に
周
氏
は

沈
啓
无
に
対
し
て
「
破
門
声
明
」
を
行
う
が
、
紀
果
庵
「
北
遊
記
」（『
古
今
』
第
四
十
三
、
四
十
四
合
併
号
、
一
九
四
四
年
四
月
一
日
）

に
よ
れ
ば
、
正
月
二
日
目
（
陽
暦
一
月
二
十
六
日
）
に
沈
氏
は
ま
だ
周
家
に
正
月
挨
拶
に
訪
れ
て
お
り
、
も
し
日
記
が
あ
れ
ば
、
そ
の

間
の
二
人
の
関
係
の
変
遷
過
程
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
調
べ
ら
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
現
存
す
る
周
氏
の
日
記
は
合
計
五
十
数
冊
あ
る

が
、
公
刊
さ
れ
て
い
る
の
は
一
九
三
四
年
ま
で
で
、
全
体
の
半
分
に
過
ぎ
な
い
。
数
年
前
、
あ
る
出
版
社
が
全
冊
影
印
出
版
す
る
計
画

が
あ
っ
た
が
、
惜
し
く
も
実
現
し
な
か
っ
た
。

　

周
作
人
自
ら
編
ん
だ
『
周
作
人
書
信
』
は
、「
書
簡
」
部
分
に
兪
平
伯
、
廃
名
、
沈
啓
无
の
七
十
七
通
の
み
収
録
し
て
い
る
。
周
氏

没
後
に
は
『
周
作
人
晩
年
手
札
一
百
封
』（
太
平
洋
図
書
公
司
一
九
七
二
年
）、『
周
曹
通
信
集
』（
南
天
書
業
公
司
一
九
七
三
年
）、『
周

作
人
早
年
佚
簡
箋
注
』（
四
川
文
芸
出
版
社
一
九
九
二
年
）、『
知
堂
書
信
』（
華
夏
出
版
社
一
九
九
四
年
）、『
周
作
人
晚
年
書
信
』（
真

文
化
出
版
公
司
一
九
九
七
年
）、『
周
作
人
俞
平
伯
往
來
書
札
影
真
』（
北
京
図
書
館
出
版
社
一
九
九
九
年
）、『
周
作
人
与
鮑
耀
明
通
信

集
』（
河
南
大
学
出
版
社
二
〇
〇
四
年
）、『
周
作
人
・
松
枝
茂
夫
往
来
書
簡
』（
早
稻
田
商
学
同
攻
会
二
〇
〇
七
年
三
月
至
二
〇
〇
八
年

九
月
）
な
ど
の
書
籍
が
出
版
さ
れ
、
重
複
を
除
く
と
、
周
作
人
書
簡
は
お
よ
そ
合
計
一
千
通
あ
る
が
、
生
涯
に
書
か
れ
た
ご
く
一
部
に

過
ぎ
な
い
。
周
黎
庵
、
張
中
行
、
鄧
雲
郷
、
張
鉄
錚
、
孫
旭
升
ら
の
回
想
に
よ
る
と
、
彼
ら
が
所
蔵
し
て
い
た
知
堂
書
簡
は
少
な
く
と

も
数
十
通
、
多
い
も
の
は
二
百
通
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
文
化
大
革
命
で
焼
却
し
た
と
い
う
。
ほ
か
に
も
未
発
表
の
も
の
、
新
聞
雑
誌

に
散
見
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
私
は
『
周
作
人
伝
』
を
書
く
に
あ
た
り
、
一
九
三
九
年
元
旦
の
狙
撃
事
件
に
関
連
し
て
、
最
初
に
引
用

し
た
の
は
『
知
堂
回
想
録
』
中
の
説
明
だ
っ
た
が
、
後
に
虞
山
平
衡
編
『
作
家
書
簡
』（
上
海
万
象
図
書
館
一
九
四
九
年
二
月
）
の
な

か
に
周
作
人
が
陶
亢
徳
に
宛
て
た
一
九
三
九
年
一
月
十
三
日
付
の
書
簡
の
書
影
が
あ
り
、
事
件
に
言
及
し
て
い
る
の
を
眼
に
し
た
の



『周作人伝』（増訂版）序文 附解題

28

97

で
、
記
述
内
容
に
大
差
は
な
い
も
の
の
、
直
後
の
記
述
と
後
年
の
回
想
で
は
別
物
な
の
で
、
再
版
の
機
会
に
資
料
を
差
し
替
え
た
。
周

作
人
宛
に
届
い
た
書
簡
は
、『
回
望
周
作
人
』
叢
書
の
『
周
作
人
宛
書
簡
（
致
周
作
人
）』
一
冊
に
三
百
通
余
り
収
録
さ
れ
て
い
る
。
周

家
に
は
ま
だ
二
万
通
ほ
ど
残
っ
て
お
り
、
整
理
を
進
め
て
い
る
由
で
、
も
し
出
版
さ
れ
れ
ば
、
周
氏
の
生
平
研
究
に
大
い
に
資
す
る
だ

ろ
う
。

　

南
京
市
檔
案
館
編
『
汪
兆
銘
政
権
審
問
筆
録
（
審
訊
汪
偽
漢
奸
筆
録
）』（
江
蘇
古
籍
出
版
社
一
九
九
二
年
七
月
）
に
は
周
作
人
が
南

京
裁
判
所
で
審
理
を
受
け
た
際
の
文
書
計
二
十
六
件
、
お
よ
そ
五
万
字
を
収
録
し
て
い
る
。
周
氏
の
檔
案
は
決
し
て
こ
れ
だ
け
で
は
な

い
。
周
作
人
日
記
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

一
九
五
八
年
九
月
二
十
三
日
、「
八
時
半
、〔
公
安
局
〕
派
出
所
〔
北
京
市
人
民
政
府
の
下
部
機
関
。
警
邏
任
務
の
ほ
か
、
戸
籍
管
理

も
担
当
〕
の
係
官
が
ま
た
同
行
し
、
自
伝
を
書
く
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。
一
週
間
を
期
限
と
す
る
」。
九
月
二
十
七
日
、「
午
後
、
雨
が
あ

が
り
、
自
伝
の
概
要
を
書
き
終
え
た
。
合
計
十
六
枚
。
豊
一
に
目
を
通
す
よ
う
頼
ん
だ
」。
十
月
二
日
、「
午
前
、
派
出
所
の
係
官
が
文

章
を
取
り
に
来
た
。
追
加
し
て
陳
述
書
を
書
く
よ
う
命
じ
ら
れ
た
」。
十
二
月
一
日
、「
午
前
、
派
出
所
の
係
官
が
以
前
書
い
た
陳
述
書

を
取
り
に
来
た
」。
十
二
月
五
日
、「
午
後
、
解
放
後
〔
中
華
人
民
共
和
国
成
立
後
を
指
す
〕
に
来
訪
し
た
日
本
人
に
関
す
る
陳
述
書
を

三
枚
書
い
た
」。
一
九
六
〇
年
七
月
二
十
六
日
、「
王
某
が
華
北
政
務
委
員
会
を
調
べ
に
来
て
、
陳
述
書
を
書
く
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。
実

際
の
調
査
対
象
は
王
蔭
泰㉞
だ
ろ
う
」。
七
月
二
十
七
日
、「
午
前
は
仕
事
を
せ
ず
、
陳
述
書
を
計
三
枚
書
い
た
。
…
…
王
某
が
陳
述
書
を

取
り
に
来
た
」。
十
一
月
二
十
三
日
、「
午
後
、
民
警
の
岳
同
志
が
話
に
来
た
。「
計
画
」
を
書
く
よ
う
に
と
の
こ
と
で
、
二
、
三
日
後

に
ま
た
会
い
に
来
る
」。
十
二
月
二
十
九
日
、「
民
警
の
岳
が
来
て
、
午
後
、
集
会
に
参
加
す
る
よ
う
言
わ
れ
た
。
午
後
一
時
半
に
公
用

庫
の
食
堂
へ
行
く
。
監
督
小
組
が
発
足
し
、
組
長
は
張
桂
英
で
あ
る
」。
十
二
月
三
十
一
日
、「
午
前
、
声
明
文
を
書
き
上
げ
た
」。
一

九
六
一
年
一
月
四
日
、「
午
前
、
声
明
文
の
写
し
を
作
る
。
佟
韋㉟
に
目
を
通
し
て
も
ら
う
予
定
。
昼
に
写
し
終
え
、
午
後
、
街
に
出
て
、
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佟
韋
宛
に
郵
送
し
た
」。
二
月
二
十
四
日
、「
午
前
、
街
へ
行
き
…
…
派
出
所
の
岳
興
へ
手
紙
を
投
函
し
た
」。

　

こ
れ
ら
の
文
書
は
、
ど
れ
も
今
日
ど
こ
に
保
存
さ
れ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
。
ま
た
、
周
氏
が
晩
年
に
数
回
、
北
京
市
裁
判
所
に

呼
び
出
さ
れ
て
尋
問
を
受
け
た
際
、
供
述
調
書
が
作
成
さ
れ
た
は
ず
だ
が
、
そ
の
内
容
は
閲
覧
で
き
な
い
。

　

数
年
前
に
出
版
さ
れ
た
『
回
望
周
作
人
』
叢
書
は
、
ま
さ
に
編
者
が
述
べ
る
よ
う
に
「
研
究
者
が
現
在
目
に
出
来
な
い
一
部
の
重
要

資
料
…
…
例
え
ば
幾
つ
か
の
新
聞
報
道
、
訪
問
記
、
印
象
記
な
ど
は
、
探
し
出
す
の
が
極
め
て
困
難
で
、
外
国
語
資
料
は
中
国
語
に
訳

さ
れ
た
も
の
は
少
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
資
料
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
」
で
あ
る
。
参
考
価
値
か
ら
い
え
ば
、
中
国
と
日
本
の
新
聞
に
み

え
る
報
道
記
事
、訪
問
記
、印
象
記
な
ど
は
当
時
の
評
論
に
ま
さ
る
価
値
を
持
ち
、当
時
の
評
論
は
後
々
の
評
論
に
ま
さ
る
価
値
を
持
っ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
回
望
周
作
人
』
八
冊
を
通
観
す
る
と
、
あ
べ
こ
べ
に
直
近
の
十
年
か
ら
二
十
年
の
文
章
の
比
率
が
高
く
、

一
次
資
料
が
占
め
る
べ
き
位
置
を
奪
っ
て
い
る
。
例
え
ば
一
九
三
九
年
一
月
四
日
付
の
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
の
「
周
作
人
狙
撃
さ
る
」

と
い
う
記
事
（
張
鉄
栄
訳
）
が
叢
書
か
ら
漏
れ
て
い
る
が
、
一
九
三
九
年
元
旦
の
狙
撃
事
件
の
最
初
の
記
録
で
あ
り
、
後
々
巷
間
で
広

が
っ
た
伝
聞
を
検
証
す
る
根
拠
と
な
る
。

　

か
ね
て
か
ら
朱
正
著
『
魯
迅
回
憶
録
正
誤
』
は
非
常
に
重
視
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
書
は
主
に
許
広
平
『
魯
迅
回
憶
録
』
の
誤
り
を

正
す
も
の
で
、
魯
迅
に
関
す
る
他
の
著
作
に
も
正
す
べ
き
誤
り
も
多
数
に
の
ぼ
る
。
周
作
人
を
回
想
す
る
文
章
の
数
は
相
対
的
に
少
数

だ
が
、
誤
り
の
箇
所
は
む
し
ろ
多
く
、
訂
正
が
待
た
れ
る
。
実
際
の
話
、
今
ま
で
誰
も
朱
正
氏
の
よ
う
に
真
摯
な
努
力
を
し
て
い
な
い

の
だ
。
だ
か
ら
私
は
『
周
作
人
伝
』
を
書
く
に
あ
た
り
、「
一
つ
は
使
え
る
資
料
の
不
足
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
、
ど
ん
な
資
料
で
も

利
用
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
」（
初
版
序
文
）
が
あ
る
と
述
べ
た
。
例
え
ば
、
あ
る
論
者㊱
は
『
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
日
記㊲
』
の
一
九
四
九
年

一
月
三
十
日
の
項
に
「
楊
兆
龍
〔
一
九
四
九
年
当
時
、
最
高
検
察
署
検
察
長
の
地
位
に
あ
り
、
戦
犯
裁
判
に
係
わ
っ
て
い
た
〕
が
私
に

教
え
て
く
れ
た
情
報
で
は
、
周
作
人
は
程
潜
と
そ
の
他
の
高
級
官
僚
の
下
し
た
命
令
で
す
で
に
赦
免
さ
れ
た
と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
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の
官
僚
た
ち
の
た
め
に
周
氏
は
日
本
側
に
情
状
酌
量
を
頼
ん
だ
こ
と
が
あ
り
、
日
本
側
が
戦
争
に
勝
利
さ
え
す
れ
ば
〔
戦
犯
〕
問
題
に

な
ら
な
か
っ
た
の
だ
」
と
あ
る
の
を
読
ん
で
、「
周
作
人
研
究
に
お
い
て
、
こ
の
資
料
の
重
要
性
は
い
わ
ず
と
も
明
ら
か
で
あ
る
」
と

断
じ
た
。
だ
が
、
事
実
は
異
な
る
。
一
九
四
九
年
一
月
、
蒋
介
石
は
下
野
を
宣
言
し
、
李
宗
仁
が
総
統
代
理
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
監
獄

で
は
囚
人
を
疎
開
さ
せ
る
よ
う
指
令
を
受
け
、
有
期
懲
役
刑
に
処
さ
れ
た
者
は
保
釈
が
認
め
ら
れ
た
。
周
作
人
の
刑
期
は
十
年
の
た
め
、

保
釈
対
象
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
決
し
て
「
赦
免
」
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
こ
の
一
点
だ
け
で
も
、
楊
兆
龍
の
言
葉
が
事
実
で
は
な
い

と
証
明
で
き
る
。「
周
作
人
と
程
潜
は
同
時
期
に
日
本
留
学
し
た
学
生
だ
っ
た
」
こ
と
を
除
け
ば
、
両
者
に
接
点
が
あ
っ
た
の
か
、
さ

ら
に
い
え
ば
抗
日
戦
争
期
に
程
潜
ら
が
周
作
人
を
介
し
て
日
本
側
に
情
状
酌
量
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
っ
た
の
か
、
周
作
人
に
裁
量
権

限
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
い
ず
れ
も
極
め
て
疑
わ
し
い
。
よ
し
ん
ば
論
者
が
い
う
「
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
も
楊
兆
龍
も
ひ
と
か
ど
の
人
物
で
、

特
に
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
が
そ
の
風
聞
を
日
記
に
書
き
残
し
た
こ
と
自
体
、
彼
自
身
の
伝
聞
へ
の
評
価
を
含
ん
で
お
り
、
楊
兆
龍
が
そ
の
噂

を
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
に
教
え
た
の
も
、
楊
自
身
の
評
価
判
断
と
解
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
が
、
私
は
証
拠
資
料
と
し
て
採
用
す
る
気

に
な
れ
な
い
。

　

海
外
の
優
れ
た
伝
記
作
品
が
、
近
年
多
数
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
作
家
の
伝
記
だ
け
に
限
っ
て
も
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
マ
イ
ヤ
ー
ズ
著

『
オ
ー
ウ
ェ
ル
伝
』、
ジ
ョ
ジ
ア
ー
ヌ
・
サ
ヴ
ィ
ニ
ョ
ー
著
『
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
・
ユ
ル
ス
ナ
ー
ル
』
な
ど
、
い
ず
れ
も
私
の
敬
服
す
る
作

品
で
あ
る
。
前
者
の
著
者
が
述
べ
る
よ
う
に
、「
本
書
は
ピ
ー
タ
ー
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
ン
が
編
纂
し
た
浩
瀚
な
『
オ
ー
ウ
ェ
ル
全
集
』（
一

九
八
八
年
出
版
、
全
二
十
巻
、
八
千
頁
）
所
収
の
豊
富
な
文
学
作
品
と
文
献
資
料
を
駆
使
し
て
書
か
れ
た
初
め
て
の
オ
ー
ウ
ェ
ル
伝
」

で
あ
り
、「
著
者
自
身
の
研
究
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
さ
ら
に
ロ
ン
ド
ン
の
オ
ー
ウ
ェ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
所
蔵
の
未
発
表
資
料
の
利
用
に

よ
り
新
た
な
研
究
成
果
を
明
ら
か
に
し
た
」
と
い
う
。
後
者
は
訳
者
が
述
べ
る
よ
う
に
、「
本
書
が
引
用
す
る
資
料
の
正
確
さ
豊
富
さ

に
よ
っ
て
、
本
書
は
ユ
ル
ス
ナ
ー
ル
研
究
に
お
け
る
必
須
の
参
考
書
と
な
っ
て
い
る
」。
私
の
理
想
も
ま
た
そ
の
よ
う
な
「
周
作
人
伝
」
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を
書
き
上
げ
る
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
資
料
の
面
だ
け
み
て
も
、
目
標
に
は
遠
く
及
ば
な
い
。
先
に
述
べ
た
困
難
は
、
い
く

ら
か
で
も
自
力
で
貢
献
し
た
い
と
思
う
が
、
一
個
人
で
は
手
に
負
え
ぬ
も
の
も
あ
る
。
仮
に
す
べ
て
解
決
し
て
も
、
得
ら
れ
た
資
料
で

は
真
の
伝
記
作
品
を
書
く
に
は
未
だ
十
分
と
は
い
え
な
い
。
現
時
点
で
は
、
こ
の
著
作
も
「
歴
史
に
空
白
が
あ
る
と
し
て
も
、
虚
構
や

推
測
で
作
り
話
は
し
な
い
」（
初
版
序
）
と
い
う
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
。
今
後
、
よ
り
多
く
の
資
料
を
蒐
集
し
、
増
訂

本
が
出
せ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

　

実
の
と
こ
ろ
、
他
の
中
国
人
作
家
の
状
況
も
周
作
人
と
大
差
な
い
。
魯
迅
は
恐
ら
く
例
外
で
、
何
か
所
も
記
念
館
、
博
物
館
が
す
で

に
開
設
さ
れ
、多
数
の
専
門
研
究
者
も
い
る
た
め
だ
が
、今
ま
で
に
発
表
さ
れ
た
生
平
資
料
を
見
る
限
り
で
は
、マ
イ
ヤ
ー
ズ
と
サ
ヴ
ィ

ニ
ョ
ー
の
水
準
の
伝
記
作
品
に
は
ほ
ど
遠
く
、
綿
密
周
到
な
『
魯
迅
伝
』
を
私
た
ち
は
未
だ
手
に
し
て
い
な
い
の
は
確
か
で
あ
る
。

 

二
〇
一
〇
年
六
月
十
八
日

魯
迅
・
周
作
人
家
譜

　

読
者
の
理
解
の
便
を
図
る
た
め
、「
魯
迅
・
周
作
人
家
譜
」
を
掲
げ
る
。
こ
の
部
分
は
原
書
に
は
含
ま
れ
て
な
い
が
、
翻
訳
者
の
判

断
で
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

中
国
で
は
伝
統
的
に
諸
子
均
分
相
続
に
よ
っ
て
家
督
が
継
承
さ
れ
る
。
日
本
の
長
子
相
続
と
は
制
度
的
に
大
き
く
異
な
る
。
こ
の
違

い
に
よ
っ
て
宗
族
が
栄
え
れ
ば
栄
え
る
ほ
ど
分
家
が
増
え
る
た
め
、
そ
の
家
譜
（
家
系
図
）
か
ら
盛
衰
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
下
記

の
家
譜
は
、
松
枝
茂
夫
、
今
村
与
志
雄
訳
『
魯
迅
の
故
家
』（
筑
摩
書
房
一
九
五
五
年
）
に
依
拠
し
つ
つ
、
黄
喬
生
著
『
魯
迅
年
譜
』（
浙

江
大
学
出
版
社
二
〇
二
一
年
）
所
収
の
「
家
世
簡
表
」
に
拠
っ
て
一
部
修
正
し
た
。
家
譜
の
数
字
は
第
何
世
（
輩
分
）
に
属
す
る
か
を

示
し
て
い
る
。
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魯
迅

14
周
作
人

14
端
14

周
建
人

14
椿
壽

14

伯
宜
公

13
大
姑
母

13
小
姑
母

13
伯
升

13
八
升

13
阿
桂

13
桐
生

13
鳴
山

13
子
衡

13

和
房
の
祖

9
中
房
の
祖

9
佩
蘭
公

9 致
房
の
祖

南
洲

2
子

瑞
璋
公

10智
房
の
祖

勇
房
の
祖

仁
房
の
祖

十
五
老
太
爺

11
苓
年
公

11興
房
の
祖

十
二
老
太
爺

11立
房
の
祖

十
四
老
太
爺

11誠
房
の
祖

禮
房
の
祖

信
房
の
祖

義
房
の
祖

介
孚
公

12
子
京

12
女
12

子
林

12
子
傅

12
花
塍

12
椒
生

12
玉
田

12
藕
琴

12
吉
甫

12長
房

次
房

雲
岩
公

8
楽
菴
公

7
韞
山
公

6
逸
齋
公

1三～
五世
省略
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魯
迅
、
周
作
人
家
譜
に
関
す
る
説
明

第
一
世 

逸
斎
（
一
四
八
九
〜
一
五
六
〇
）
明
の
正
徳
年
間
に
紹
興
城
内
の
竹
園
橋
に
移
住
。
次
第
に
農
業
か
ら
商
業
に
転
じ
る
。
二

子
を
も
う
け
る
。

第
二
世 
南
洲
（
一
五
一
二
〜
一
五
八
六
）、
一
子
を
も
う
け
る
。

第
三
世 

子
信
（
一
五
六
一
〜
一
六
三
五
）、
名
は
言
、
字
は
継
南
。
一
子
を
も
う
け
る
。

第
四
世 

竹
（
一
六
一
八
〜
一
六
九
八
）、
字
は
徳
甫
。
二
子
を
も
う
け
る
。
家
計
に
ゆ
と
り
が
で
き
て
、
勉
学
を
重
視
す
る
よ
う
に
な

る
。（
二
子
が
「
竹
園
房
」、「
清
道
房
」
に
分
家
。
以
下
は
「
清
道
房
」）

第
五
世 

縄
祖
（
一
六
五
七
〜
一
七
二
七
）、
字
は
述
先
。
同
知
（
副
知
事
）
の
官
職
に
就
き
、
挙
人
と
な
る
。
清
道
橋
東
に
住
ま
い
を

移
し
、
七
子
を
も
う
け
る
。

第
六
世 

韞
山
公
：
名
は
煌
（
一
六
八
九
〜
一
七
四
六
）、
字
は
公
允
。
縄
祖
の
次
男
。
乾
隆
丙
辰
（
一
七
三
六
年
）
に
恩
科
〔
乾
隆
帝

即
位
で
実
施
さ
れ
た
科
挙
〕
で
挙
人
と
な
り
、
知
県
（
県
知
事
）
と
な
る
。
八
子
を
も
う
け
る
。
一
万
畝
余
り
の
田
畑
と
十
数
カ
所
の

質
屋
を
営
む
。
周
家
の
経
済
的
基
盤
を
確
立
し
た
。

第
七
世 

楽
菴
公
：
名
は
紹
鵬
（
一
七
一
八
〜
一
七
九
〇
）、
字
は
寅
賓
。
煌
の
五
男
。
捐
職
（
寄
付
金
）
で
同
知
（
副
知
事
）
と
な
る
。

東
昌
坊
口
福
彭
橋
（
覆
盆
橋
）
に
転
居
、
一
子
を
も
う
け
る
。

第
八
世 

雲
岩
公
：
名
は
謂
（
一
七
四
二
〜
一
八
二
一
）、
字
は
熊
占
。
捐
職
（
寄
付
金
）
で
同
知
と
な
る
。
三
子
を
も
う
け
る
。（
三

子
が
「
致
房
」「
中
房
」「
和
房
」
に
分
家
。
以
下
は
「
致
房
」）

第
九
世 

佩
蘭
公
：
名
は
宗
翰
（
一
七
六
三
〜
一
八
二
五
）、「
致
房
」
の
祖
。
号
は
西
林
。
会
稽
県
学
の
増
貢
生
。
新
台
門
に
転
居
し
、

三
子
を
も
う
け
る
。（
三
子
が
「
智
房
」「
仁
房
」「
勇
房
」
に
分
家
。
以
下
は
「
智
房
」）
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第
十
世 

瑞
璋
公
：
名
は
珄
（
一
七
八
三
〜
一
八
六
三
）、「
智
房
」
の
祖
。
捐
納
に
よ
る
国
子
監
生
。

五
子
を
も
う
け
る
。（「
興
房
」「
立
房
」「
誠
房
」
に
分
家
。
以
下
は
「
興
房
」）
な
お
、
魯
迅
、
周
作
人
は
、
後
に
「
義
房
」
第
十
二

世
の
周
花
塍
、「
立
房
」
第
十
二
世
の
周
子
京
に
私
塾
で
教
え
を
受
け
た
。
周
作
人
は
、
江
南
水
師
学
堂
で
学
監
の
任
に
あ
っ
た
「
義
房
」

第
十
二
世
の
周
椒
生
に
在
学
中
教
え
を
受
け
た
。

第
十
一
世 
苓
年
公
：
名
は
以
埏
（
一
八
一
六
〜
一
八
六
三
）、
号
は
錫
齢
。
捐
納
に
よ
る
国
子
監
生
。
一
子
を
も
う
け
る
。
一
八
六
一

年
、
太
平
天
国
軍
が
紹
興
に
侵
入
、
周
家
は
零
落
す
る
。

第
十
二
世 

介
孚
公
：
名
は
福
清
（
一
八
三
八
〜
一
九
〇
四
）、
字
は
震
生
。
妻
は
孫
氏
、
蒋
氏
。
側
室
は
章
氏
、
潘
氏
。
同
治
辛
未
（
一

八
七
一
年
）
進
士
に
合
格
、
翰
林
院
庶
吉
士
と
な
る
。
江
西
省
金
渓
県
知
県
と
な
る
が
、
捐
納
で
内
閣
中
書
と
な
る
。
晩
年
、
科
挙
の

不
正
事
件
で
入
獄
。
二
男
二
女
を
も
う
け
る
。

第
十
三
世

伯
宜
公
：
名
は
鳳
儀
（
一
八
六
一
〜
一
八
九
六
）、
正
室
孫
氏
の
子
。
秀
才
。
妻
は
魯
瑞
。
四
男
一
女
を
も
う
け
る
。

鳳
升
（
一
八
八
二
〜
一
九
一
八
）、
字
は
伯
丹
。
側
室
章
氏
の
子
。
江
南
水
師
学
堂
（
海
軍
兵
学
校
）
を
卒
業
。
海
軍
上
尉
を
歴
任
。

第
十
四
世

樟
寿
（
一
八
八
一
〜
一
九
三
六
）、
後
に
樹
人
と
改
名
。
字
は
豫
山
、
豫
才
。
筆
名
は
魯
迅
。
妻
は
朱
安
、
許
広
平
。

櫆
寿
（
一
八
八
五
〜
一
九
六
七
）、
後
に
作
人
と
改
名
。
字
は
星
杓
、
啓
明
。
妻
は
羽
太
信
子
。

端
姑
（
一
八
八
七
〜
一
八
八
八
）、
早
世
し
た
。

松
寿
（
一
八
八
八
〜
一
九
八
四
）、
後
に
建
人
と
改
名
。
字
は
喬
峰
。
妻
は
羽
太
芳
子
、
王
蘊
如
。

椿
寿
（
一
八
九
三
〜
一
八
九
八
）、
早
世
し
た
。



文化論集第 66 号

35

90

序
章
注
記
（
訳
注
も
含
む
）

⑴　

初
版
序
文
、
増
訂
版
序
文
と
も
単
行
本
『
心
自
閑
室
文
録
』（
海
天
出
版
社
二
〇
一
七
年
）
所
収
。
た
だ
し
、
増
訂
版
序
文
附
記
二
は
そ
の
後
追
記
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

⑵　

周
作
人
「
従
文
人
督
辦
到
反
動
作
家
」

⑶　

周
作
人
「
復
某
君
函
促
南
行
」

⑷　

一
九
三
九
年
一
月
一
日
、正
月
の
訪
問
客
を
装
っ
て
、天
津
中
日
学
校
の
李
と
名
乗
る
男
が
拳
銃
で
周
作
人
暗
殺
を
図
っ
た
が
、作
人
本
人
は
奇
跡
的
に
無
事
だ
っ
た
。

犯
人
は
逃
走
し
、
事
件
の
真
相
に
つ
い
て
は
様
々
な
議
論
が
あ
る
。
木
山
英
雄
『
周
作
人
「
対
日
協
力
」
の
顚
末
』（
岩
波
書
店
二
〇
〇
四
年
）
で
詳
論
さ
れ
て
い
る
。

⑸　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
本
誌
第
五
十
五
号
「
周
作
人
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
特
集
号
掲
載
論
文
で
詳
論
さ
れ
て
い
る
。Zhou Jiyi, Zhou Y

im
ing, H

istorical 
Research M

aterials on Zhou Zuoren in the Possession of his Fam
ily

⑹　

原
文
で
は
「
偽
華
北
臨
時
政
府
」
と
表
記
す
る
。
こ
の
日
、
湯
爾
和
に
受
諾
の
返
事
を
し
た
と
み
ら
れ
、
一
月
二
十
九
日
に
は
銭
稲
孫
が
図
書
館
長
の
職
務
給
与
を

届
け
て
い
る
。

⑺　
『
瓜
豆
集
』「
関
於
魯
迅
之
二
」。

⑻　

金
谷
治
訳
注
『
論
語
』「
巻
第
十
子
張
第
十
九
」（
岩
波
文
庫
一
九
九
九
年
改
訂
版
）。
こ
の
一
節
に
続
い
て
、
子
貢
は
、
た
と
え
君
子
で
あ
っ
て
も
過
失
は
免
れ
な

い
が
、
隠
し
立
て
せ
ず
、
自
ら
の
行
い
を
す
ぐ
に
改
め
る
と
こ
ろ
が
悪
人
と
異
な
る
と
述
べ
、
自
戒
し
て
い
る
。
も
し
過
失
が
あ
れ
ば
、
ま
ず
落
ち
度
が
自
分
に
な
い

か
顧
み
る
べ
き
だ
と
す
る
『
孟
子
』
の
言
葉
へ
と
つ
な
が
る
。

⑼　

小
林
勝
人
訳
注
『
孟
子
』
下
巻
「
巻
第
七
離
婁
上
第
四
章
」（
岩
波
文
庫
一
九
七
二
年
）。

⑽　

俞
芳
『
我
記
憶
中
的
魯
迅
先
生
』「
魯
迅
先
生
的
母
親
│
│
魯
太
夫
人
」（
浙
江
人
民
出
版
社
一
九
八
一
年
十
月
）。

⑾　

孫
伏
園
「
哭
魯
迅
先
生
」、『
瀟
湘
漣
漪
』
第
二
卷
第
八
期
、
一
九
三
六
年
十
一
月
。
単
行
本
『
魯
迅
先
生
二
三
事
：
前
期
弟
子
憶
魯
迅
』
河
北
教
育
出
版
社
二
〇
〇

一
年
所
収
。

⑿　

俞
芳
「
談
談
周
作
人
」、『
魯
迅
研
究
動
態
』
第
六
期
、
一
九
八
八
年
六
月
。
単
行
本
『
知
堂
先
生
』（
回
望
周
作
人
叢
書
）
河
南
大
学
出
版
社
二
〇
〇
四
年
所
収
。

⒀　

周
作
人
『
知
堂
回
想
録
』「
一
八
一
、
先
母
事
略
」。

⒁　
『
許
広
平
文
集
』
第
二
巻
、「
母
親
」、
江
蘇
文
芸
出
版
社
一
九
九
八
年
。

⒂　

金
谷
治
訳
注
『
論
語
』「
巻
第
五
子
罕
」。

⒃　

茅
盾
「
革
新
『
小
説
月
報
』
的
前
後
」、『
我
走
過
的
道
路
』
上
冊
、
三
聯
書
店
香
港
分
店
一
九
八
一
年

⒄　
「
李
霽
野
致
許
広
平
」（
一
九
三
八
年
九
月
二
十
三
日
）、『
魯
迅
、
許
広
平
所
蔵
書
簡
選
』
湖
南
文
芸
出
版
社
一
九
八
七
年
。

⒅　
「
許
広
平
致
周
作
人
」（
一
九
三
八
年
十
月
一
日
）、『
致
周
作
人
』（
回
望
周
作
人
叢
書
）
河
南
大
学
出
版
社
二
〇
〇
四
年
。

⒆　
「
魯
瑞
致
許
広
平
」（
一
九
三
八
年
十
月
十
七
日
）、『
魯
迅
研
究
資
料
』
第
十
六
輯
、
天
津
人
民
出
版
社
一
九
八
七
年
。

⒇　
「
魯
瑞
致
許
広
平
」（
一
九
三
八
年
十
一
月
八
日
）、『
魯
迅
研
究
資
料
』
第
十
六
輯
。

㉑　
「
宋
紫
佩
致
許
広
平
」（
一
九
三
七
年
十
月
二
十
一
日
）、『
魯
迅
、
許
広
平
所
蔵
書
簡
選
』。
紫
佩
は
宋
琳
の
字
。
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㉒　

小
林
勝
人
訳
注
『
孟
子
』「
巻
第
六
滕
文
公
下
第
九
章
」
で
、
孔
子
が
述
べ
る
言
葉
「
我
を
知
る
者
は
、
其
れ
惟
春
秋
か
。
我
を
罪
す
る
者
も
、
其
れ
惟
春
秋
か
」

に
よ
る
。

㉓　

中
国
語
訳
は
孫
仲
旭
訳
『
奧
威
爾
傳
：
冷
峻
的
良
心
』（
新
星
出
版
社
二
〇
一
六
年
）、
段
映
虹
訳
『
瑪
格
麗
特
・
尤
瑟
納
爾
│
│
創
作
人
生
』（
花
城
出
版
社
二
〇

〇
四
年
）。
い
ず
れ
も
邦
訳
は
な
い
。

㉔　
『
知
堂
回
想
録
』「
一
四
一
、
不
辯
解
説
（
下
）」。
許
寿
裳
は
一
九
二
二
年
よ
り
国
立
北
京
女
子
高
等
師
範
学
校
長
の
任
に
あ
っ
た
が
、
女
子
大
学
へ
の
改
組
に
伴
う

改
革
の
な
か
で
学
生
か
ら
の
抗
議
活
動
を
受
け
、
一
九
二
四
年
に
辞
任
し
た
。
後
を
承
け
て
楊
蔭
楡
が
校
長
と
な
っ
た
が
、
学
生
と
の
対
立
は
む
し
ろ
激
化
し
、
女
師

大
事
件
に
発
展
し
た
。
こ
こ
で
許
寿
裳
に
つ
い
て
『
誠
実
』
と
括
弧
付
き
で
評
し
て
い
る
の
は
周
作
人
一
流
の
皮
肉
で
あ
る
。

㉕　

周
建
人
は
一
九
一
四
年
に
羽
太
芳
子
（
周
作
人
の
妻
、
羽
太
信
子
の
妹
）
と
結
婚
し
、
四
子
も
う
け
た
。
一
九
二
一
年
九
月
に
上
海
で
商
務
印
書
館
に
就
職
し
た
後

は
別
居
し
、
一
九
二
四
年
頃
か
ら
王
蕰
如
と
同
棲
、
三
子
も
う
け
た
。
こ
の
た
め
、
周
作
人
は
周
建
人
の
重
婚
を
厳
し
く
責
め
、
不
仲
に
な
っ
た
。

㉖　
『
漢
書
』「
張
釈
之
傳
」
中
の
文
帝
の
言
葉
。「
之
を
卑ひ

く
し
、
甚は
な
はだ
高
き
論
、
毋な

く
し
、
今
行
ふ
べ
か
ら
し
め
よ
」
と
述
べ
、
実
際
に
即
し
た
施
策
を
求
め
た
。

㉗　
「
我
怎
样
写
『
周
作
人
伝
』」、『
中
国
図
書
評
論
』
二
〇
一
〇
年
九
月
号
。
単
行
本
『
比
竹
小
品
』
花
城
出
版
社
二
〇
一
一
年
所
収
。

㉘　

銭
鐘
書
『
管
錐
編
』
第
一
冊
、
北
京
三
聯
書
店
二
〇
〇
七
年
。

㉙　
『
春
秋
左
氏
伝
』
上
巻
「
宣
公
二
年
」（
岩
波
文
庫
一
九
八
八
年
）
に
よ
る
。
大
意
を
記
す
と
、
臣
下
の
宣
子
（
趙
盾
）
は
晋
の
霊
公
の
横
暴
を
た
び
た
び
諫
め
た
が
、

霊
公
は
こ
れ
を
嫌
っ
て
鉏
麑
に
殺
害
を
命
じ
た
。
鉏
麑
は
宣
子
の
態
度
に
敬
服
し
な
が
ら
も
王
命
に
従
わ
ね
ば
不
敬
で
あ
る
た
め
、
槐
の
木
に
頭
を
叩
き
つ
け
て
自
害

し
た
。
こ
の
逸
話
は
「
春
秋
筆
法
之
晋
霊
公
不
君
」（
人
民
教
育
出
版
社
版
、
高
級
中
学
二
年
国
語
、
選
択
履
修
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

㉚　

訳
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
該
当
す
る
著
作
は
以
下
の
二
種
で
あ
る
。
銭
理
群
著
『
周
作
人
伝
』
北
京
十
月
文
芸
出
版
社
、
五
〇
〇
頁
・
倪
墨
炎
著
『
苦
雨
斎
主
人
周

作
人
』
上
海
人
民
出
版
社
二
〇
〇
三
年
、
四
三
七
頁
。

㉛　
『
魯
迅
全
集
』
第
十
一
巻
「
中
国
小
説
の
歴
史
的
変
遷
」（
今
村
与
志
雄
訳
）、
学
習
研
究
社
一
九
八
六
年
。
丸
尾
常
喜
訳
注
『
中
国
小
説
の
歴
史
的
変
遷　

魯
迅
に

よ
る
中
国
小
説
史
入
門
』
凱
風
社
一
九
八
七
年
。
章
学
誠
『
丙
辰
札
记
』
の
言
葉
は
『
中
国
小
説
の
歴
史
的
変
遷
』
で
引
用
さ
れ
る
部
分
で
あ
る
。

㉜　

訳
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
銭
理
群
『
周
作
人
伝
』
第
八
章
第
七
節
を
指
す
。

㉝　
『
知
堂
乙
酉
文
編
』、「
旧
京
的
風
俗
詩
」。
単
行
本
輯
録
時
に
「
北
京
的
風
俗
詩
」
と
改
題
、
署
名
は
知
堂
。

㉞　

王
蔭
泰
（
一
八
八
八
〜
一
九
六
一
年
）
一
九
四
三
年
よ
り
華
北
政
務
委
員
会
常
務
委
員
、
一
九
四
五
年
に
王
克
敏
の
後
任
と
し
て
華
北
政
務
委
員
会
委
員
長
と
な
る
。

一
九
四
五
年
十
二
月
、
国
民
党
国
民
政
府
に
逮
捕
収
監
さ
れ
る
。
周
作
人
も
同
時
期
に
逮
捕
収
監
さ
れ
、
と
も
に
獄
中
に
あ
っ
た
。
一
九
四
七
年
、
最
高
法
院
で
無
期

懲
役
の
判
決
を
受
け
、
中
華
人
民
共
和
国
成
立
後
も
上
海
で
収
監
さ
れ
、
一
九
六
一
年
に
獄
中
で
病
没
し
た
。

㉟　

佟
韋
（
一
九
二
九
〜
二
〇
一
七
）
書
家
。
一
九
五
〇
年
代
は
中
華
全
国
文
学
芸
術
界
聯
合
会
（
中
国
文
聯
）
に
勤
務
し
、
周
揚
、
陽
翰
笙
の
指
示
に
基
づ
い
て
周
作

人
の
生
活
万
般
の
世
話
を
し
て
い
た
。

㊱　

訳
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
謝
泳
「
司
徒
雷
登
与
楊
兆
龍
」（『
南
方
週
末
』
一
九
九
九
年
一
月
二
十
二
日
）
を
指
す
。

㊲　

ジ
ョ
ン
・
レ
イ
ト
ン
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
（John Leighton Stuart

、
一
八
七
六
〜
一
九
六
二
）、
中
国
生
ま
れ
の
米
国
人
宣
教
師
、
燕
京
大
学
初
代
学
長
を
務
め
た
。

中
国
語
訳
は
『
司
徒
雷
登
日
記
』（
黄
山
書
社
二
〇
〇
九
年
七
月
）
に
よ
る
。


